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平成26年 第１回 対 馬 市 議 会 定 例 会 会 議 録（第２日） 

                           平成26年３月４日（火曜日） 

 

議事日程（第２号） 

                       平成26年３月４日 午前10時00分開議 

    日程第１ 議案第10号 平成２６年度対馬市診療所特別会計予算 

    日程第２ 議案第11号 平成２６年度対馬市国民健康保険特別会計予算 

    日程第３ 議案第12号 平成２６年度対馬市後期高齢者医療特別会計予算 

    日程第４ 議案第13号 平成２６年度対馬市介護保険特別会計予算 

    日程第５ 議案第14号 平成２６年度対馬市介護保険地域支援事業特別会計予算 

    日程第６ 議案第15号 平成２６年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計予算 

    日程第７ 議案第16号 平成２６年度対馬市旅客定期航路事業特別会計予算 

    日程第８ 議案第17号 平成２６年度対馬市簡易水道事業特別会計予算 

    日程第９ 議案第18号 平成２６年度対馬市集落排水処理施設特別会計予算 

    日程第10 議案第19号 平成２６年度対馬市水道事業会計予算 

    日程第11 議案第20号 対馬市部設置条例の一部を改正する条例 

    日程第12 議案第21号 対馬市厳原自動車教習場条例の一部を改正する条例 

    日程第13 議案第22号 対馬市情報センター条例の一部を改正する条例 

    日程第14 議案第23号 対馬市職員定数条例の一部を改正する条例 

    日程第15 議案第24号 対馬市公益法人等への職員の派遣に関する条例の一部を改

正する条例 

    日程第16 議案第25号 対馬市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例 

    日程第17 議案第26号 対馬市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

    日程第18 議案第27号 対馬市技能労務職員給与条例の一部を改正する条例 

    日程第19 議案第28号 対馬市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部

を改正する条例 

    日程第20 議案第29号 対馬市子ども夢づくり基金条例の一部を改正する条例 

    日程第21 議案第30号 対馬市斎場条例の一部を改正する条例 

    日程第22 議案第31号 対馬市障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条

例の一部を改正する条例 

    日程第23 議案第32号 対馬市農山村公園等条例の一部を改正する条例 
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    日程第24 議案第33号 対馬市小規模企業振興資金融資条例の一部を改正する条例 

    日程第25 議案第34号 対馬市公園等設置条例の一部を改正する条例 

    日程第26 議案第35号 対馬市延滞金等の割合の見直しに伴う関係条例の整理に関

する条例 

    日程第27 議案第36号 対馬市長期継続契約を締結することができる契約を定める

条例 

    日程第28 議案第37号 対馬市立厳原幼稚園通園バス条例 

    日程第29 議案第38号 対馬市消防長及び消防署長の資格を定める条例 

    日程第30 議案第39号 対馬市中小企業創業資金融資条例 

    日程第31 議案第40号 辺地に係る公共的施設の総合的な整備計画について 

    日程第32 議案第41号 対馬市温泉施設の指定管理者の指定について 

    日程第33 議案第42号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について（盒

知地区） 

    日程第34 議案第43号 市道の廃止について（日吉２号線） 

    日程第35 議案第44号 市道の廃止について（日吉５号線） 

    日程第36 議案第45号 市道の廃止について（日吉６号線） 

    日程第37 議案第46号 市道の認定について（日吉２号線） 

    日程第38 議案第47号 市道の認定について（日吉５号線） 

    日程第39 議案第48号 市道の認定について（日吉６号線） 

    日程第40 議案第49号 市道の廃止について（大手橋野良線） 

    日程第41 議案第50号 市道の認定について（大手橋野良線） 

    日程第42 議案第51号 市道の認定について（段山線） 

    日程第43 議案第52号 権利の放棄について 

    日程第44 議案第53号 平成２５年度対馬市一般会計補正予算（第７号） 

    日程第45 農業委員会委員の推薦について 

    日程第46 陳情第１号 「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促

進するための法律の制定を求める意見書」の採択を求め

る陳情書 

 

本日の会議に付した事件 

    日程第１ 議案第10号 平成２６年度対馬市診療所特別会計予算 

    日程第２ 議案第11号 平成２６年度対馬市国民健康保険特別会計予算 
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    日程第３ 議案第12号 平成２６年度対馬市後期高齢者医療特別会計予算 

    日程第４ 議案第13号 平成２６年度対馬市介護保険特別会計予算 

    日程第５ 議案第14号 平成２６年度対馬市介護保険地域支援事業特別会計予算 

    日程第６ 議案第15号 平成２６年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計予算 

    日程第７ 議案第16号 平成２６年度対馬市旅客定期航路事業特別会計予算 

    日程第８ 議案第17号 平成２６年度対馬市簡易水道事業特別会計予算 

    日程第９ 議案第18号 平成２６年度対馬市集落排水処理施設特別会計予算 

    日程第10 議案第19号 平成２６年度対馬市水道事業会計予算 

    日程第11 議案第20号 対馬市部設置条例の一部を改正する条例 

    日程第12 議案第21号 対馬市厳原自動車教習場条例の一部を改正する条例 

    日程第13 議案第22号 対馬市情報センター条例の一部を改正する条例 

    日程第14 議案第23号 対馬市職員定数条例の一部を改正する条例 

    日程第15 議案第24号 対馬市公益法人等への職員の派遣に関する条例の一部を改

正する条例 

    日程第16 議案第25号 対馬市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例 

    日程第17 議案第26号 対馬市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

    日程第18 議案第27号 対馬市技能労務職員給与条例の一部を改正する条例 

    日程第19 議案第28号 対馬市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部

を改正する条例 

    日程第20 議案第29号 対馬市子ども夢づくり基金条例の一部を改正する条例 

    日程第21 議案第30号 対馬市斎場条例の一部を改正する条例 

    日程第22 議案第31号 対馬市障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条

例の一部を改正する条例 

    日程第23 議案第32号 対馬市農山村公園等条例の一部を改正する条例 

    日程第24 議案第33号 対馬市小規模企業振興資金融資条例の一部を改正する条例 

    日程第25 議案第34号 対馬市公園等設置条例の一部を改正する条例 

    日程第26 議案第35号 対馬市延滞金等の割合の見直しに伴う関係条例の整理に関

する条例 

    日程第27 議案第36号 対馬市長期継続契約を締結することができる契約を定める

条例 

    日程第28 議案第37号 対馬市立厳原幼稚園通園バス条例 

    日程第29 議案第38号 対馬市消防長及び消防署長の資格を定める条例 
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    日程第30 議案第39号 対馬市中小企業創業資金融資条例 

    日程第31 議案第40号 辺地に係る公共的施設の総合的な整備計画について 

    日程第32 議案第41号 対馬市温泉施設の指定管理者の指定について 

    日程第33 議案第42号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について（盒

知地区） 

    日程第34 議案第43号 市道の廃止について（日吉２号線） 

    日程第35 議案第44号 市道の廃止について（日吉５号線） 

    日程第36 議案第45号 市道の廃止について（日吉６号線） 

    日程第37 議案第46号 市道の認定について（日吉２号線） 

    日程第38 議案第47号 市道の認定について（日吉５号線） 

    日程第39 議案第48号 市道の認定について（日吉６号線） 

    日程第40 議案第49号 市道の廃止について（大手橋野良線） 

    日程第41 議案第50号 市道の認定について（大手橋野良線） 

    日程第42 議案第51号 市道の認定について（段山線） 

    日程第43 議案第52号 権利の放棄について 

    日程第44 議案第53号 平成２５年度対馬市一般会計補正予算（第７号） 

    日程第45 農業委員会委員の推薦について 

    日程第46 陳情第１号 「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促

進するための法律の制定を求める意見書」の採択を求め

る陳情書 

 

出席議員（19名） 

１番 春田 新一君       ２番 小島 德重君 

３番 入江 有紀君       ４番 船越 洋一君 

５番 渕上  清君       ６番 脇本 啓喜君 

７番 黒田 昭雄君       ９番 長  信義君 

10番 波田 政和君       11番 上野洋次郎君 

12番 齋藤 久光君       13番 堀江 政武君 

14番 小宮 教義君       16番 大浦 孝司君 

17番 小川 廣康君       18番 大部 初幸君 

19番 兵頭  栄君       20番 山本 輝昭君 

21番 作元 義文君 
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欠席議員（２名） 

８番 小田 昭人君       15番 初村 久藏君 

 

欠  員（なし） 

 

事務局出席職員職氏名 

局長      神宮 満也君  次長     松本 政美君 

課長補佐    國分 幸和君  主任     金丸 隆博君 

 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  財部 能成君 

副市長  髙屋 雅生君 

副市長  比田勝尚喜君 

教育長  梅野 正博君 

地域再生推進本部長  平間 壽郎君 

観光物産推進本部長  本石健一郎君 

総務部長  桐谷 雅宣君 

政策監  平山 秀樹君 

市民生活部長  藤田 雄二君 

福祉保健部長  多田 満國君 

農林水産部長  阿比留勝也君 

建設部長  堀  義喜君 

水道局長  阿比留 誠君 

教育部長  豊田  充君 

美津島地域活性化センター部長  八坂 一義君 

豊玉地域活性化センター部長  梅野  泉君 

峰地域活性化センター部長  志田 博俊君 

上県地域活性化センター部長  川本 治源君 

上対馬地域活性化センター部長  島居 清晴君 

消防長  竹中 英文君 

会計管理者  長久 敏一君 
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監査委員事務局長  糸瀬 美也君 

農業委員会事務局長  春日亀剛一君 

 

午前10時00分開議 

○議長（作元 義文君）  おはようございます。報告します。小田昭人君、初村久藏君より欠席の

届け出があっております。また、総務課長の根〆英夫君より欠席の申し出があっております。大

浦孝司君より遅刻の届け出があっております。 

 それでは、配付しております議事日程第２号により本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．議案第１０号 

日程第２．議案第１１号 

日程第３．議案第１２号 

日程第４．議案第１３号 

日程第５．議案第１４号 

日程第６．議案第１５号 

○議長（作元 義文君）  日程第１、議案第１０号、平成２６年度対馬市診療所特別会計予算から、

日程第６、議案第１５号、平成２６年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計予算までの６件を一

括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。福祉保健部長、多田満國君。 

○福祉保健部長（多田 満國君）  改めましておはようございます。ただいま一括して議題となり

ました議案第１０号から議案第１５号までの６件は福祉保健部所管でございますので、続けて説

明をさせていただきます。 

 まず、議案第１０号、平成２６年度対馬市診療所特別会計予算について、御説明申し上げます。 

 １ページをお願いします。平成２６年度対馬市診療所特別会計予算は、次に定めるところによ

ることを規定し、第１条第１項で歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億８,０５６万

８,０００円と定め、第２項で歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、２ページ

及び３ページの第１表歳入歳出予算によるとするものでございます。 

 歳入について御説明いたします。８ページをお願いします。 

 １款診療収入、１項外来収入は、直営診療所の国民健康保険診療報酬収入等２億４,１２４万

４,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１項手数料は、診断書等の証明手数料を２４７万５,０００円。 

 ３款県支出金、１項県補助金は、へき地医療対策費補助金を１,４９４万４,０００円。 
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 ４款繰入金、１項他会計繰入金は、一般会計からの繰入金を１億４８３万１,０００円。 

 １０ページをお願いします。 

 ５款１項繰越金は、前年度繰越金を５０万円。 

 ６款諸収入、１項雑入は、予防接種委託料、事業所健康診査委託料収入等１,６５７万

４,０００円をそれぞれ計上いたしております。 

 歳出でございますけれども、１２ページをお願いします。 

 １款総務費、１項施設管理費は、２億６,８９７万２,０００円を計上しております。主なもの

として一般職員８名、嘱託職員８名分の人件費、嘱託医師支払い、医師派遣委託料。 

 １４ページをお願いします。施設の維持管理経費及び各診療所運営費補助金等でございます。 

 ２款１項医業費は、医業用器具のリース料、注射器等の医業用消耗機材及び医薬品等の医業用

衛生材料費等で、１６ページをお願いします。１億１,１５９万６,０００円を計上しております。 

 １８ページから２２ページにかけまして給与費明細書を添付しております。 

 続きまして、議案第１１号、平成２６年度対馬市国民健康保険特別会計予算について説明申し

上げます。 

 １ページをお願いします。平成２６年度対馬市国民健康保険特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによることを規定し、第１条第１項で歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ５８億

３,８０８万１,０００円と定め、第２項で歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

２ページから５ページにかけまして第１表歳入歳出予算によるとするものでございます。 

 第２条で、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金につきましては、借り入

れの最高額を５億３,０００万円と定めるものでございます。 

 歳入について説明申し上げます。１０ページをお願いします。 

 １款１項国民健康保険税は、一般被保険者国民健康保険税及び退職被保険者等国民健康保険税

を１２億６,３７８万３,０００円計上しております。 

 １２ページをお願いします。 

 ２款使用料及び手数料、１項手数料は、督促手数料を７０万円。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金は、療養給付費、後期高齢者支援金、介護納付金等にかかる

国費の分の負担金として１１億４,２００万７,０００円。２項国庫補助金は普通調整交付金を

４億２,０３５万８,０００円。 

 ４款１項療養給付費交付金は、退職被保険者の給付に伴う社会保険診療報酬支払基金からの交

付金を２億４７万９,０００円、それぞれ計上しております。 

 １４ページをお願いします。 

 ５款１項前期高齢者交付金は、保険者間において前期高齢者にかかる医療費の不均衡を調整す
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るために交付されるものでございまして、１１億２,８４３万５,０００円。 

 ６款県支出金、１項県負担金は、高額医療費共同事業負担金等６,１４６万９,０００円。２項

県補助金は普通調整交付金及び特別調整交付金を３億５３３万３,０００円。 

 ８款１項共同事業交付金は、高額医療費共同事業交付金及び保険財政共同安定化事業交付金を

９億４,３６９万７,０００円。 

 １６ページをお願いします。 

 ９款財産収入、１項財産運用収入は、財政調整基金等の利子を６万５,０００円、それぞれ計

上いたしております。 

 １０款繰入金、１項他会計繰入金は、保険基盤安定繰入金等一般会計からの繰入金を３億

６,７７４万４,０００円。 

 １１款１項繰越金は、療養給付費交付金繰越金等２,０００円。 

 １２款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料は、一般被保険者延滞金等を４００万２,０００円、

それぞれ計上しております。 

 歳出でございますが、２０ページをお願いします。 

 １款総務費、１項総務管理費は、一般の管理事務費、連合会の負担金、医療費適正化特別対策

事業等で、２２ページをお願いします。２,３３６万７,０００円。２項徴税費は嘱託職員報酬、

納税組合交付金、過誤納還付金等の賦課徴収費を２,１５９万６,０００円。３項運営協議会費は、

国保運営協議会委員報酬等２０万５,０００円、それぞれ計上しております。 

 ２４ページをお願いします。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費は、一般被保険者療養給付費、退職被保険者等療養給付費、一

般被保険者療養費で３２億７２８万円。２項高額療養費は、一般被保険者高額療養費、退職被保

険者等高額療養費等を４億５,１４１万３,０００円計上しております。 

 ２６ページをお願いします。４項出産育児諸費は、出産育児一時金等３,３６１万８,０００円、

５項葬祭諸費は葬祭費を２００万円、それぞれ計上しております。 

 ３款１項後期高齢者支援金等は、後期高齢者医療制度に対する支援金及び事務費拠出金等を

６億５,４０１万３,０００円計上いたしております。 

 ２８ページをお願いします。 

 ４款１項前期高齢者納付金等は、支払基金から交付される前期高齢者交付金に対する納付金と

事務費拠出金で４５万円を計上しております。 

 ５款１項老人保健拠出金は、事務費拠出金を５万円。６款１項介護納付金は、介護保険事業へ

の納付金を３億４,２０７万９,０００円。 

 ７款１項共同事業拠出金は、高額医療費共同事業医療費拠出金及び保険財政共同安定化事業拠
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出金として、９億４,３６９万９,０００円をそれぞれ計上しております。 

 ３０ページをお願いします。 

 ８款保健事業費、１項特定健康診査等事業費は、特定健康診査、特定保健事業に関する事業費

を４,７４７万７,０００円計上しています。 

 ９款１項基金積立金は、財政調整基金積立金６万７,０００円。 

 ３２ページをお願いします。 

 １０款１項公債費は、一時借入金利子を１００万円。 

 １２款１項予備費は、１億９７６万１,０００円をそれぞれ計上しております。 

 ３４ページから３７ページにかけまして給与費明細書を添付いたしております。 

 続きまして、議案第１２号、平成２６年度対馬市後期高齢者医療特別会計予算について御説明

申し上げます。１ページをお願いします。 

 平成２６年度対馬市後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによることを規定し、

第１条第１項で歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億６,４４７万５,０００円と定め、

第２項で歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、２ページ及び３ページの第１表

歳入歳出予算によるとするものでございます。 

 歳入について御説明申し上げます。８ページをお願いします。 

 １款１項後期高齢者医療保険料は、特別徴収保険料及び普通徴収保険料を１億９,７８７万

７,０００円。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金は、事務費繰入金及び保険基盤安定繰入金を１億６,４６６万

９,０００円。 

 １０ページをお願いします。 

 ７款諸収入、２項償還金及び還付加算金は、後期高齢者医療広域連合により受け入れる保険料

還付金等を１２６万９,０００円。５項雑入は、保険料の還付未処理の受け入れ等で６５万

７,０００円をそれぞれ計上しております。 

 歳出でございますが、１２ページをお願いします。 

 １款総務費、１項総務管理費は、職員２名分の人件費、広域連合事務費負担金及び一般事務費

等を３,２１４万３,０００円。 

 ２款１項後期高齢者医療広域連合納付金は、保険基盤安定負担金及び保険料納付金を３億

３,０９６万円。 

 １４ページをお願いします。３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金は、保険料の還付金等

を１２７万円。 

 ４款１項予備費は、１０万２,０００円をそれぞれ計上しております。 
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 １６ページから２０ページにかけまして給与費明細書を添付いたしております。 

 続きまして、議案第１３号、平成２６年度対馬市介護保険特別会計予算について御説明いたし

ます。１ページをお願いします。 

 平成２６年度対馬市介護保険特別会計予算は、次に定めるところによることを規定し、第１条

第１項で歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３７億１,５０１万４,０００円と定め、第２項

で歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、２ページから４ページにかけての第

１表歳入歳出予算によるとするものでございます。 

 歳入について御説明申し上げます。１０ページをお願いします。 

 １款保険料、１項介護保険料は、第１号被保険者にかかる特別徴収保険料、普通徴収保険料等

を５億３,６０３万２,０００円。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金は、介護給付費にかかる国庫負担金を６億１,４１２万

２,０００円。２項国庫補助金は調整交付金、地域支援事業交付金等３億８,８８０万９,０００円。 

 １２ページをお願いします。 

 ４款１項支払基金交付金は、第２号被保険者にかかる保険料で、支払基金からの介護給付費交

付金及び地域支援事業交付金を１０億２,４０４万２,０００円。 

 ５款県支出金、１項県負担金は、介護給付費等県負担金等を５億２,４６２万８,０００円。

２項県補助金は介護予防事業、包括的支援事業にかかる地域支援事業交付金を１,７３２万

１,０００円。 

 ６款財産収入、１項財産運用収入は、介護給付費準備基金利子を１３万５,０００円。 

 １４ページをお願いします。 

 ７款繰入金、１項他会計繰入金は、一般会計からの繰入金を５億６,８０９万３,０００円。

２項基金繰入金は、介護給付費準備基金繰入金を４,１８２万７,０００円、それぞれ計上いたし

ております。 

 歳出でございますが、１６ページをお願いします。 

 １款総務費、１項総務管理費は、職員給与等の人件費、一般事務費等で６,６２６万７,０００円。

３項介護認定審査会費は介護認定審査委員の報酬。 

 １８ページをお願いします。意見書作成手数料、認定調査委託料等４,１２７万１,０００円。

５項計画策定委員会費は委員報酬及び事業計画策定委託料等５５５万３,０００円をそれぞれ計

上しております。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス費等諸費は、介護サービス給付費及び特例介護サービス給

付費を２８億８,７２９万円。 

 ２０ページをお願いします。２項介護予防サービス等諸費は介護予防サービス給付費及び特例
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介護予防サービス給付費を３億５,６９９万２,０００円。３項その他の諸費は審査支払手数料を

３８２万１,０００円、４項高額介護サービス等費は高額介護サービス等負担金等を８,１５３万

３,０００円、５項高額医療合算介護サービス費は高額医療合算介護サービス費負担を９８５万

円。６項特定入所者介護サービス費等は特定入所者介護サービス費負担金等を、続けて２２ペー

ジをお願いします。１億６,３７１万７,０００円計上いたしております。 

 ４款１項基金積立金は、介護給付費準備基金積立金を１３万６,０００円。 

 ６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金は、過年度分保険料払戻金等６０万２,０００円、

それぞれ計上しております。 

 ８款地域支援事業費、１項介護予防事業費の２,７９９万５,０００円、２項包括的支援事業・

任意事業費の６,９９８万７,０００円は、介護保険地域支援事業特別会計への繰出金を計上して

おります。 

 ２４ページから３０ページにかけまして給与費明細書を添付いたしております。 

 続きまして、議案第１４号、平成２６年度対馬市介護保険地域支援事業特別会計予算について

御説明申し上げます。１ページをお願いします。 

 平成２６年度対馬市介護保険地域支援事業特別会計予算は、次に定めるところによることを規

定し、第１条第１項で歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億３,４５８万２,０００円と定め、

第２項で歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、２ページ及び３ページの第１表

歳入歳出予算によるとするものでございます。 

 歳入について御説明いたします。８ページをお願いします。 

 １款繰入金、１項他会計繰入金は、介護保険特別会計からの繰入金を９,７９８万２,０００円。 

 ２款１項繰越金は、前年度剰余金を１７２万７,０００円。 

 ３款諸収入、１項サービス事業収入は、介護予防支援事業収入を３,４８７万３,０００円、そ

れぞれ計上しております。 

 歳出でございますが、１０ページをお願いします。 

 １款地域支援事業費、１項地域支援事業運営費は、地域包括支援センター３カ所の運営に要す

る経費として嘱託職員、一般職員の人件費、事務費、社会福祉協議会から専門職として派遣いた

だいております職員４名分の給与費の負担金等９,５５８万７,０００円を計上いたしております。 

 １２ページをお願いします。２項介護予防事業費は介護予防二次予防事業、介護予防一次予防

事業費等９４８万６,０００円、３項包括的支援事業・任意事業費は在宅歯科診療補助金、介護

用品支給等の扶助費等２２１万８,０００円。 

 ２款介護予防支援費、１項介護予防支援サービス事業費は、介護予防支援事業に対する委託料

２,７２９万１,０００円をそれぞれ計上しております。 
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 １４ページから２０ページにかけまして給与費明細書を添付いたしております。 

 最後に、議案第１５号、平成２６年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計予算について御説明

申し上げます。１ページをお願いします。 

 平成２６年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計予算は、次に定めるところによることを規定

し、第１条第１項で歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２億４,８１３万３,０００円と定め、

第２項で歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、２ページ及び３ページの第１表

歳入歳出予算によるとするものでございます。 

 歳入について御説明いたします。８ページをお願いします。 

 ３款繰入金、１項他会計繰入金は、一般会計からの繰入金を６,６９２万７,０００円。 

 ４款１項繰越金は前年度繰越金を１００万円。 

 ５款諸収入、１項介護給付費収入は、特養日吉の里における短期入所生活介護収入、施設介護

サービス費収入等１億５,２８９万２,０００円。２項自己負担金収入は、日吉の里の施設介護

サービス費、食事サービス費、居宅費等で１０ページをお願いします。あわせまして

２,７３１万３,０００円計上しております。 

 歳出でございますが、１２ページをお願いします。 

 １款民生費、１項社会福祉費は、特養日吉の里にかかる嘱託職員、一般職員等の人件費、事務

費、施設管理費に関する経費等１億９,７８２万６,０００円。 

 １４ページをお願いします。 

 ２款１項公債費は、地方債の償還金元金・利子を５,０３０万７,０００円、それぞれ計上して

おります。 

 １６ページから２２ページにかけまして給与費明細書を。 

 また、２４ページ及び２５ページに、地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び

当該年度末における現在高の見込みに関する調書を添付いたしております。 

 以上、議案第１０号から議案第１５号までの６件の特別会計予算の内容について、説明をさせ

ていただきました。御審議の上、御決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑はありませんか。

１０番、波田政和君。 

○議員（１０番 波田 政和君）  議案第１１号と１３号についてお聞きしたいと思いますが、こ

の特別会計、国民健康保険についてでございますが、２７ページの出産育児一時金についてお伺

いしたいと思います。 

 数字はわかりますが、これ予定として何名ぐらいを考えて、これを基準にしてあるのかという

ことと、今、島内も少子化を迎えまして従来どおりの考え方よりも、この間市長も成人式だった
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か、とか、そういう話があっておりましたが、また特別に将来に向けて、ここをもう少しどうか

増やしてでも、将来の対馬に備えるような考え方がないのか。この点についてせっかくでござい

ますので、もう少し深く話を聞きたいなあと思っております。 

 それと、もう一つ介護保険についてでございますが、１９ページの意見書の作成の手数料、こ

れがかなりの数字が出ておりますが、ここの内容をもう少し説明していただきたいということ、

よろしくお願いしておきます。 

○議長（作元 義文君）  福祉保健部長、多田満國君。 

○福祉保健部長（多田 満國君）  お答え申し上げます。出産育児一時金につきましては、１人当

たり４２万円ということで計上させていただいております。 

 議員言われるように確かに国保の出産も、昨年もそうでしたが、きのうの補正の段階でも

８０件程度予定をしておったものが６０件というふうな状況にはなってきております。全体的に、

新聞報道によりますと対馬市の出生率はちょっと高いということなんですけれども、全体的な分

からしたら年々出生数は減ってはきているというふうな状況にございます。これについて、子育

て支援、そこらあたりの施策は今後、市としても改めて打っていかんばできんと考えておるとこ

ろです。そういったことで皆さんといろいろ協議を申し上げたいと思います。 

 介護認定審査会につきましては、ここにちょっと資料を持ち合わせておりませんので、改めて

後でお示しをしたいと思います。よろしくお願いします。内容につきましてはちょっと私は詳細

ここに持ち合わせておりませんので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  １０番、波田政和君。 

○議員（１０番 波田 政和君）  ありがとうございます。それでは、もう一度、出産育児金につ

いて。今、部長申しますように対馬市は出生率が高いということでございますが、いい面もなか

らんとなかなか対馬も大変になってくると思いますが。いずれにしても、世の中の動向で子供が

大事であるということはどなたさんも周知のとおりでございますが、今の段階で少しずつでも子

供づくりに精を出してもらうために、何とか施策を打つのが、今やらなくちゃいけないことじゃ

ないのかと思っておりますので、市長、どうでしょうか。ここ、もう一つ将来を見据えた市長の

考え方も参考意見としてあるならよろしくお願いしておきます。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  出産一時金の祝金のお話をされていると思いますが、先ほど部長のほう

が申し上げましたように、全国第５位の出生率ということで、対馬市はなっております。 

 今、特に高校の問題として上がってきているのが、どんどん島外に出ていくことによって高校

が存続できない状況というのがこの何年間か見られております。それは分母の数も減ることもさ

ることながら、それ以上に島外に流れていくという、これらのことで高校存続をどうしていけば
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いいのかということが、上対馬高校、豊玉高校、それぞれの問題に上がっております。 

 そこで私どもとしては子供たちがここに残り続けられるような教育環境とか、というものを組

み立てていき、高校も存続していかれる状況をつくっていかないといけないんではないかという

ことに着目をしながら、子育て支援といいますか、そちらのほうに組み立てを今の段階において

はしているのが現状でございます。 

 今、波田議員のほうから御指摘がありましたように、そちら全てがもう整えばいいんですけれ

ども、今、力を入れるところがその年代をどうこの対馬に残すかという施策、もしくは島外の子

供たちもこちらに帰ってくる、国際交流コースなんかもありますけれども、そちらのことなんか

をきちんとやっていきたいという思いで、今取り組みをしているところでございまして、また、

御理解をいただければと思っております。 

○議長（作元 義文君）  １０番、波田政和君。 

○議員（１０番 波田 政和君）  ありがとうございました。今、市長がお話がなされるように、

義務教育を卒業して社会人の手前まで、それからどう対馬に残すかという話に着目して、市とし

ては頑張っておるんだということに理解はしましたが、そこまで行くまでに十数年かかるじゃな

いですか。きょうスタートした場合。 

 そうすることによって、私が申したいのは、将来に向けての考え方は、いずれにしても子育て

といいますか、出生率をもう少し上げることが今市長が申しますような話に将来的に結びつくん

じゃないかなあと思っております。 

 だから、ここで今回あえて取り上げたのは、産めや増やせやを今のうちにやることによって、

今市長のお話にあったようなことが実現していくんじゃないかなあと思っておりますので、そこ

もあわせてお願いしておきたいと思いますので、よろしくお願いしておきます。ありがとうござ

いました。 

○議長（作元 義文君）  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第７．議案第１６号 

○議長（作元 義文君）  次に、日程第７、議案第１６号、平成２６年度対馬市旅客定期航路事業

特別会計予算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。豊玉地域活性化センター部長、梅野泉君。 

○豊玉地域活性化センター部長（梅野  泉君）  ただいま議題となりました議案第１６号、平成

２６年度対馬市旅客定期航路事業特別会計予算について御説明申し上げます。１ページをお願い
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します。 

 平成２６年度対馬市旅客定期航路事業特別会計予算は、次に定めるところによることを規定し、

第１条で歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億６,１８２万６,０００円と定めるものであ

ります。第２項で歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、２ページ及び３ページ

の第１表歳入歳出予算によるとするものであります。 

 第２条地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、４ページの第２表

地方債によるとするものでございます。 

 次に、予算の概要を御説明申し上げます。１０ページをお願いいたします。 

 歳入でございますが、第１款事業収入、第１項事業収入の２１９万３,０００円は、旅客運賃

及び貨物運賃でございます。 

 第２款国庫支出金、１項国庫補助金の１,５６５万４,０００円は、赤字航路事業補助金でござ

います。 

 ３款県支出金、１項県補助金の５２３万円は、赤字航路事業県補助金でございます。 

 ４款繰入金、１項他会計繰入金の８,９２４万８,０００円は、一般会計からの繰入でございま

す。 

 １２ページをお願いします。 

 ８款市債、１項市債の４,９４０万円は、航路改善に伴う船舶建造のための旅客定期航路事業

債でございます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １款総務費、１項総務管理費の２,２９０万５,０００円は、職員及び船員の人件費並びに旅費、

旅客船協会等の負担金が主なものでございます。 

 ２款施設費１項施設費の１億３,８８２万１,０００円は、１１節需用費で、１６ページをお願

いいたします。旅客船の燃料及び修繕料。１５節工事請負費で航路改善に伴う待合所及び船舶建

造費が主なものでございます。 

 １８ページからは給与費明細書を添付しておりますので御参照方お願いいたします。 

 以上、簡単でございますが、説明を終わります。よろしく御審議の上、御決定賜りますようお

願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第８．議案第１７号 
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日程第９．議案第１８号 

日程第１０．議案第１９号 

○議長（作元 義文君）  日程第８、議案第１７号、平成２６年度対馬市簡易水道事業特別会計予

算から、日程第１０、議案第１９号、平成２６年度対馬市水道事業会計予算までの３件を一括議

題とします。 

 提案理由の説明を求めます。水道局長、阿比留誠君。 

○水道局長（阿比留 誠君）  一括議題となりました議案第１７号から議案第１９号の３件は水道

局所管の議案でございますので、続けて御説明いたします。 

 まず、議案第１７号、平成２６年度対馬市簡易水道事業特別会計予算について御説明いたしま

す。１ページをお願いします。 

 平成２６年度対馬市簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところによることを規定し、第

１条第１項で歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ９億８,１１５万４,０００円とするもので

あります。第２項で歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、２ページ及び３ペー

ジの第１表歳入歳出予算によるとするものでございます。 

 第２条地方債は、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、４ページの第２表地方債によるとするも

のでございます。 

 次に、予算の概要を御説明いたします。８ページをお願いします。 

 歳入でございますが、１款分担金及び負担金、１項負担金１,５８７万３,０００円は、水道利

用加入金及び消火栓設置事業負担金でございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料４億４,２１０万円は、水道使用料でございます。２項手

数料８万５,０００円は、工事竣工検査手数料でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金１億２,９００万円は、簡易水道事業補助金。 

 ５款財産収入、１項財産運用収入２万７,０００円は、財政調整基金利子であります。 

 １０ページをお願いします。 

 ６款繰入金、１項他会計繰入金２億９,６７１万９,０００円は、公債費償還金などに対する一

般会計からの繰入金。２項簡易水道繰入金１,７２９万円は、簡易水道基金繰入金でございます。 

 ７款１項繰越金１００万円は、前年度からの繰越金。 

 ８款諸収入、１項雑入１,４５６万円は、整備事業に伴う水道管移設補償金。 

 ９款１項市債６,４５０万円は、簡易水道改良事業債であります。 

 次に、歳出について御説明いたします。１４ページをお願いします。 

 １款簡易水道費、１項水道管理費、１目一般管理費１億４,９３３万７,０００円は、職員の人
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件費、水質検査料、検針及び料金徴収業務委託料、消費税納付金などが主なものであります。 

 １６ページをお願いします。２目施設管理費１億２,０４７万９,０００円は、水道施設の維持

管理経費が主なものであります。 

 １６ページ及び１８ページの２項１目水道建設費は３億２,７５２万円で、簡易水道整備事業

にかかる経費を計上し、施設整備を計画的に実施するものであります。 

 ２款１項公債費３億８,３３１万８,０００円は、長期債の償還元金及び償還利子を計上してお

ります。 

 ３款１項予備費として５０万円を計上しております。 

 ２０ページからは給与費明細書などを添付いたしております。 

 以上が議案第１７号の概要であります。 

 続きまして、議案第１８号、平成２６年度対馬市集落排水処理施設特別会計予算について御説

明申し上げます。１ページをお願いします。 

 平成２６年度対馬市集落排水処理施設特別会計予算は、次に定めるところによることを規定し、

第１条第１項で歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２,２７８万１,０００円とするもので

あります。 

 第２項で歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、２ページ及び３ページの第

１表歳入歳出予算によるとするものでございます。 

 次に、予算の概要を御説明いたします。６ページをお願いします。 

 歳入でございますが、１款使用料及び手数料、１項使用料２５９万３,０００円は、下水道使

用料。 

 ３款繰入金、１項他会計繰入金２,０１１万７,０００円は、一般会計からの繰入金。 

 ４款１項繰越金１,０００円は、前年度繰越金。 

 ５款諸収入、１項雑入７万円は、下水道加入金であります。 

 次に、歳出を御説明いたします。８ページをお願いします。 

 １款下水道事業費、１項下水道管理費、１目一般管理費１５万１,０００円は、下水道使用水

量の検針及び集金委託料など。２目施設管理費７０５万９,０００円は、処理施設の維持管理経

費が主なものであります。 

 ２款１項公債費１,５５７万１,０００円は、長期債償還元金・利子を計上しております。 

 １０ページは地方債の調書を添付いたしております。 

 以上が議案第１８号の概要であります。 

 最後に、議案第１９号、平成２６年度対馬市水道事業会計予算について御説明申し上げます。

１ページをお願いします。 
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 第１条平成２６年度対馬市水道事業会計予算は、次に定めるところによります。第２条業務の

予定量は給水戸数６,２８４戸、年間総配水量１９２万１,１７９立方メートル、１日平均給水量

は５,２９５立方メートルであります。 

 主な建設改良事業は２億５,２６０万円で、その概要は施設整備事業が９,２６０万円、内院簡

易水道基幹改良事業が１億６,０００万円と予定しております。 

 次に第３条で水道事業収益３億６,４４８万４,０００円、水道事業費用３億４,４９２万

６,０００円と予定額を定めております。 

 第４条で資本的収入を１億７,０４０万６,０００円。資本的支出を２億８,２２４万

５,０００円と予定額を定めております。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億

１,１８３万９,０００円は、当年度分消費税資本的収支調整額１,３１４万４,０００円、過年度

分損益勘定留保資金９,８６９万５,０００円で補てんするものであります。 

 ２ページをお願いします。 

 第５条で企業債、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法について定め、第

６条で一時借入金の限度額を１億円と定め、第７条は予定支出の各項の経費の流用について定め、

第８条は議会の議決を経なければ流用できない経費の指定を、第９条はたな卸資産の購入、限度

額を１,０００万円と定めるものであります。 

 以上、地方公営企業法第２４条第２項の規定により提案するものであります。 

 ４ページから予算に関する説明書を、また２１ページから参考資料として予算附属資料を添付

いたしております。 

 以上で議案第１７号、議案第１８号、議案第１９号の特別会計予算の概要について説明をさせ

ていただきました。よろしく御審議の上、御決定いただきますようお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 議案第１０号から議案第１９号までの１０件は配付しております議案付託表のとおり所管の常

任委員会に付託します。 

 暫時休憩します。開会を１１時から行います。 

午前10時48分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時58分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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日程第１１．議案第２０号 

日程第１２．議案第２１号 

日程第１３．議案第２２号 

日程第１４．議案第２３号 

日程第１５．議案第２４号 

日程第１６．議案第２５号 

日程第１７．議案第２６号 

日程第１８．議案第２７号 

日程第１９．議案第２８号 

○議長（作元 義文君）  次に、日程第１１、議案第２０号、対馬市部設置条例の一部を改正する

条例から、日程第１９、議案第２８号、対馬市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一

部を改正する条例までの９件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、桐谷雅宣君。 

○総務部長（桐谷 雅宣君）  ただいま一括して議題となりました議案第２０号から議案第２８号

までの９件につきましては総務部の所管でございますので、続けて御説明をさせていただきます。 

 議案は３ページでございます。新旧対照表もお手元にあるかと思いますけれども、新旧対照表

は１ページのほうをお願いいたします。 

 まず、議案第２０号、対馬市部設置条例の一部を改正する条例についてでございますが、今回、

本庁機能を持つ各部の配置につきまして、各内部組織の所在する庁舎を明確にするため改正をし

ようとするものでございます。これによりまして、対外的にも各部が所在する庁舎につきまして、

より明確になるものと考えるところでございます。 

 改正の内容につきましては、対馬市部設置条例第１条に第２項を加え、厳原庁舎、豊玉庁舎、

上対馬庁舎、これらの庁舎に別表のとおりそれぞれ部を配置する旨、明記をするものでございま

す。 

 附則第１項で条例の施行日を平成２６年４月１日と定め、同第２項で対馬市子ども・子育て会

議設置条例第７条に定める主管課を福祉部子ども未来課に改めるものでございます。 

 続きまして、議案第２１号、対馬市厳原町自動車教習場条例の一部を改正する条例についてで

ございますが、議案は５ページでございます。新旧対照表は３ページをお願いいたします。 

 本条例の改正は、消費税法の一部を改正する法律の成立を受け、本年４月より消費税率が８％

へ引き上げられることに伴いまして、本条例中、別表使用料の額を改正をするものでございます。 

 附則におきまして、条例の施行日を平成２６年４月１日と定めてございます。 

 続きまして、議案第２２号、対馬市情報センター条例の一部を改正する条例についてでござい
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ますが、議案は９ページでございます。新旧対照表は７ページをお願いいたします。 

 本年度総務省所管の平成２４年度地域公共ネットワーク等標準化事業によりまして、上島と下

島のケーブル幹線の複ルート整備のため、美津島町尾崎と豊玉町唐洲地区内に建設を進めており

ました無線固定局が年度内完成の予定でございます。今回、新たに当該施設を中継所としまして

情報センター条例第６条に追加をするものでございます。 

 なお、附則におきまして、条例の施行日を２６年４月１日と定めております。 

 続きまして、議案第２３号、対馬市職員定数条例の一部を改正する条例についてでございます

が、議案は１１ページでございます。新旧対照表は８ページをお願いいたします。 

 かねてより建設中でございました消防署豆酘分遣所が完成し、新年度よりその業務を開始でき

るようになってまいりました。また、消防本部組織の全市的な管轄区域の見直しもあわせ進めま

して、火災、救急業務の初期における投入力を拡充させるため、対馬を大きく上・中・下の３ブ

ロックに分け、消防業務を進める上での組織体制を見直し、あわせて消防職員の勤務条件の改善

及び消防救急力の向上のための所要の改正を行うものでございます。 

 改正内容につきましては、第２条第７項の消防職員を１０６人と改め、附則第２項消防職員の

定数に関する特例の定数を平成２７年度、２９年度、３０年度における特例定数にそれぞれ定め

るものでございます。 

 これは同年度末に多数の職員が一度に定年退職を迎えるため、一時的にでも消防業務に支障が

出ることがないよう、あらかじめ備えるものでございます。 

 附則で本条例の施行日を平成２６年４月１日と定めております。 

 続きまして、議案第２４号、対馬市公益法人等の職員の派遣に関する条例の一部を改正する条

例についてでございますが、議案は１３ページでございます。新旧対照表は１０ページをお願い

いたします。 

 公益法人等につきましては、地方公共団体が実施する公共的、公益的な業務などのうち、より

効率的、効果的と期待をされる場合などに設立されてきたものでございまして、行政機関の代行

的、俯瞰的機能を果たしているところでもございます。 

 この公益法人等における業務の円滑な実施に資するため、監督指導の観点から、職員を派遣す

るとともに、行政機関としてその業務遂行などについて把握、蓄積する必要がある場合がござい

ます。このため公益的法人等への一般職の地方公務員の派遣等に関する法律では、当該地方公共

団体の事務、または事業と密接な関連を有するものであり、かつ当該地方公共団体がその施策の

推進を図るため、人的援助を行うことが必要と認められるものとして、条例で定める場合におい

て公益的法人等の業務にもっぱら従事させるため、職員を派遣することができるものとされてお

ります。 
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 本市の現行条例におきましては、公益的法人等に派遣した職員へ支給できる手当が限定されて

おりますため、派遣された職員が不利益となる場合が予想され、今回、これを解消するため、条

例改正を行うものでございます。 

 改正内容につきましては、題名及び第１条は法律との整合性を保つため、第２条は職員の派遣

に関して必要な事項を規則で定めるとするものでございます。 

 第４条は、派遣した職員へは給料、扶養手当、住居手当、期末手当のみ支給できると規定をし

ているところをその他の手当も支給できるように。 

 第５条から第７条は、派遣された職員が企業職員または技能労務職員である場合についても同

様の取り扱いをする旨を。 

 第８条は、派遣された職員の処遇の状況などについて市長に報告をする旨を定めるものでござ

います。 

 なお、附則第１項で改正条例の施行日を平成２６年４月１日に、第２項で職員の給与削減を定

めた対馬市職員の給与の臨時特例に関する条例中、派遣職員の給与の削減について改正後の派遣

条例に対応するよう改正をするものでございます。 

 次に、議案第２５号、対馬市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例についてでござい

ますが、議案は１７ページでございます。新旧対照表は１５ページをお願いいたします。 

 本審議会委員の任期につきましては、必要の都度、市長が任命し、当該諮問にかかる審議が終

了したときは解任されるものとすると規定をされておりますが、今回、任期を見直し、任期中常

設いただくことにより、審議会の所掌事務についてもより御理解をいただき、定例的な審議会の

開催が可能となり、地域の状況に即した適正な額について審議をお願いすることができるように

見直すものでございます。 

 改正の内容につきましては、第３条におきまして委員の任期を２年と改めようとするものでご

ざいます。 

 附則で施行日を平成２６年４月１日と定めてございます。 

 次に、議案第２６号、対馬市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてでござい

ますが、議案は１９ページでございます。新旧対照表１６ページをお願いいたします。 

 本条例は、平成２６年１月に施行されました一般職の職員の給与に関する法律の一部改正に伴

い、５５歳を超える一般職の国家公務員についての給与抑制策に関する取り扱い並びに職員の通

勤手当の支給にかかる見直しについて改正をするのが主なものでございます。 

 ５５歳を超える職員の昇給等について、本市におきましても国の制度と同様な取り扱いができ

ますよう、条例中第６条第６項におきまして、前１年間における期間そのものの勤務成績が特に

良好である場合に限り昇給させようとするものでございます。 
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 第１７条第２項の通勤手当につきましては、組織の改正に伴いまして自動車等の使用による通

勤者の増加が見込まれることや、燃油の高騰により通勤に要する経費の負担が増加しており、現

状にそぐわなくなってきたところもございます。今回、燃油の変動に伴って手当額を変更できる

よう支給限度額を定め、規則でその支給額などについて定めようと改正をするものでございます。 

 また、今回の見直しにつきましては、職員組合のほうとも協議の結果、一定の合意を得ており

ますので、その旨申し添えさせていただきます。 

 第１８条の２の特殊勤務手当につきましては、現在、対象職員が教育委員会における指導主事

についてのみ規定をしておりますが、国及び県職員についても適用できますよう改正をしようと

するものでございます。 

 附則で条例の施行日を平成２６年４月１日と定めてございます。 

 続きまして、議案第２７号、対馬市技能労務職員給与条例の一部を改正する条例についてでご

ざいます。議案は２１ページ、新旧対照表は２０ページをお願いいたします。 

 本条例の改正につきましては、条例中第２条の技能労務職員の定義を条例案のように改正をす

るものでございます。 

 附則で条例の施行日は平成２６年４月１日と定めております。 

 最後に、議案第２８号、対馬市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する

条例についてでございます。議案２３ページ、新旧対照表は２１ページでございます。 

 今回の改正は、地方自治法の一部改正に伴い同法第２３８条の４行政財産の管理及び処分の規

定が改正をされ、第３項以下の条項が繰り下げられましたことに伴い、本条例第８条の引用条項

を第２３８条の４第７項へ改正をするものでございます。 

 なお、附則におきましてこの条例の施行日を公布の日からと定めております。 

 以上、総務部所管の９件についての提案理由の説明を終わります。よろしく御審議くださいま

すようお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 議案第２０号から議案第２８号までの９件について質疑はありませんか。６番、脇本啓喜君。 

○議員（６番 脇本 啓喜君）  議案第２０号、対馬市部設置条例の一部を改正する条例について

なんですが、このたび地域活性化センターから中対馬振興部、上対馬振興部という部に昇格とい

うんでしょうか、いう形がとられていると思うんですが、今までの地域活性化センターからどの

ように権限が変わっていっているのか、その辺について詳しく、わかりやすく説明をいただけれ

ばと思います。 

 それから、議案第２５号なんですが、他市についてもこのような形を取っているところはある

と思うんですが、審議会委員なんですけれども。任期２年ということになりますと、市長の交代
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時期を挟んで同じ方がなるということも考えられると思うんですが、その辺について考え方、こ

の審議会だけではなくて、ほかの審議会についてもこのような任期を設けていくのか、というこ

とについてお伺いします。 

○議長（作元 義文君）  総務部長、桐谷雅宣君。 

○総務部長（桐谷 雅宣君）  ただいまの２件の御質問に対しまして、まず、後段のほうから、報

酬等審議会条例でございますけれども。もう内容につきましては、今さら申すまでもなく、その

必要の都度任命をし、その役目が終わりますと退職をするということでございます。県下的に県

庁所在地でございます長崎市ほか３市ほどございます。全体的には今現在、本市が条例で制定し

ておりますような、その必要の都度、都度、するわけでございますけれども。やはりその必要の

都度、都度がいいのか。それとも常設をいたしまして、例えば定例的に年１回なり、例えば２年

に１回なり、そのような感じで現在の報酬額が適切な額であるかどうかという旨をその委員さん

方のほうに審議を願うということのほうが、より適切なところの反映ができるのかなという思い

の中で、２年間ということで今後、常設型をしていきたいというように考えております。 

 今、現在その必要の都度、都度という部分につきましては、当然のことながら市長をはじめと

した議員の皆様方の報酬を条例に改正をしようとする際には、議会前にこの報酬等審議会の諮問

を経なければならない、というような定めになってございまして、その都度、都度、委員さんを

任命をするという、その事務手続も非常に日数を要するというのもございます。ですから、そう

いう観点からも常設型にさせていただいておりますと、先ほど申しますとおり必要な都度、都度、

任命をするという、そこら辺の日程的な部分もかなり軽減をされるのかなあという思いの中で、

今回このような改正をさせていただくというところでございます。 

 それから、前段の振興部の件でございますけれども。自治法上、行政組織の中には市長の直近

下位に属する内部組織と、ある意味、それら以外のいわゆる支所、出張所的な外部組織というふ

うに大きく分けられております。今回、活性化センターを再編することに伴いまして、北部地域、

それから中対馬地域をそれぞれ振興部に、脇本委員の言葉を借りるわけではございませんが、格

上げというようなとらえ方の中で市長直近下位の内部組織というようにいたしております。 

 ですから、言いかえますと本庁部局の総務部、それから地域再生推進本部とか、そういう内部

組織の本部と全く同列に位置をするというところでございます。 

 したがいまして、従前、どうしても活性化センターの場合ですと、本庁のほうとの協議、合議

の部分が出てまいりまして、なかなか機動的にその機能を発することに一定の制約がございまし

た。今回、この振興部という内部組織に改めるということに伴いまして、その全てではございま

せんけれども、ある一定の主体性を持ったところの運営がなされるのかなあというように考えて

おります。 
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 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  ６番、脇本啓喜君。 

○議員（６番 脇本 啓喜君）  後先になりましたけど、議案第２５号のことについてはある程度

理解できました。 

 ただ、ほかの審議会等についてもこのように任期を設けていくのかということについての御回

答がなかったようですので、改めてお願いします。 

 それから、議案第２０号のこの振興部についてなんですが、やはり対馬市の場合は特に広域に

わたっていますので、それぞれの地域、地域、この上、中、下という形で特徴ある施策をやって

いかなきゃいけないところもあると思います。その点については上対馬振興部、中対馬振興部に

市長特命という形で、この事業は中心になってそこで組み立てるという形も出てこようかという

ふうに期待していますので、権限移譲のほうしっかりやっていただくようにお願いして質問を終

わります。 

 ほかのことについても広めていくかどうかについて、お願いします。 

○議長（作元 義文君）  総務部長、桐谷雅宣君。 

○総務部長（桐谷 雅宣君）  済みません。答弁のほうが漏れておりました。 

 他の審議会についての任期についてもこのようにしていくのかということでございますけれど

も、基本的に各種の委員会等々につきましては、もう既に任期が定まってあるというのが体制で

ございます。 

 この報酬等審議会については特殊な委員会であるということで、従来はこの委員会については

申しますとおり、その必要の都度、都度ということでございまして、他の委員会につきましては

おおむね１年もしくは２年というような枠組みの中で、既に任期は定められるというところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  ７番、黒田昭雄君。 

○議員（７番 黒田 昭雄君）  済みません。今、脇本議員のお話でちょっと関連して質問させて

いただきたいんですが、議案第２０号。組織の改革についてなんですけれども、先ほど振興部の

ほうが格上げということで、逆にいえば、ちょうど９ページ、美津島、峰、上県の行政サービス

センターにつきましては、悪くいえば格下げと、組織を見ますと多分、長が課長級になるであろ

うと思うんですけれども。 

 そこの中でちょっと一つ疑問に思いましたのが、９ページ、ちょうど行政サービスセンター、

１１番目にしまづくり戦略本部、総務部、総合政策部、農林水産部、建設部の所管事務に関する

ことも、業務の中に入ってるということで、一つ気になりましたのが、いわゆる今までありまし
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た地域振興課、こちらの機能がかなり今回減るであろうと。住民サービスに特化をして人減らし

をして何とか合併特例債の減に臨んでいくという、そのお話がありましたけど、こういったふう

に、こういった地域振興課の事務も充実させようという思いの中で果たして人は減らせれるのか

なというのが１点。 

 それから、括弧書きで上県行政サービスセンターを除くと書いておりますが、下のほうで水道

関係を追加するとありますけれども、美津島とか峰につきましては、その組織の中にそういう今

までの地域振興課の業務も入るので、窓口対応はできるとは思うんですが、逆にその上県につい

ては水道だけは対応はできるとは思うんですが、それ以外のことについては上対馬のほうから走

っていくのかなというイメージを湧くんですけれども、これに対してどうして対応かというのを

２点目です。 

 ３点目が、最初に申し上げました１ページの組織図案を見ますと、やっぱり課長級が多分トッ

プであろうという中で、市民の方が問い合わせに来た場合、果たして即答、決済をその課長が責

任を持ってできるのかなあという分です。これも悪くいえばたらい回しをして、美津島であれば

厳原に行ってくださいとか、そういう話になるのではないかなと思うんですが。 

 以上、３点よろしくお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  総務部長、桐谷雅宣君。 

○総務部長（桐谷 雅宣君）  大きく３点ございました。中身的にはほぼ類似しているのかなあと

いう思いの中で、総体的なとらえ方の中でお答えをさせていただきたいと思います。 

 いわゆる今回の五つの活性化センターを再編することに伴いまして、先ほどの脇本議員のお尋

ねに対し、二つの振興部とそれら以外の行政サービスセンターの関わりになるのかなと思います。 

 従前からも全員協議会をお開きをいただく中におきまして御説明をさせていただきましたとお

りでございまして、その行政サービスセンターに移るからと言って、決して格下げというような

感覚ではとらえてはおりません。 

 言いかえますと、今回大きく、ある意味本庁機能を３カ所にまとめるという意味合いの中で、

美津島町、それから峰、上県につきましては、窓口機能は当然のことながら、充実をさせる中に

おきまして、いわゆる職員のほうが足を運ぶということである一定の対応ができる、そういう振

興業務等につきましては、それぞれ上・中・下のブロックの中で対応をしていきたい。 

 ただ、１点、上県につきましてもなかなか非常にその地域の何点か、特殊な要因がございまし

て、それについて上対馬の振興部からその都度、コントロールしていくのかといいますと、なか

なかそれにつきましても機動的な部分からかなり制約も受けますということでございまして、上

県につきましてはある意味、そういった特殊な業務につきましてのメリハリですか、そういう部

分でこのような書きぶりになったのかなというところでございます。 
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 あと特に美津島についてでもございますけれども、振興部門等につきましてはどのように考え

ているのかというようなお話でございますけれども、それにつきましては美津島につきましては、

振興部門のほうは本庁のほうのそれぞれ所管の部で対応すると。ただ１点、市民の方が窓口にい

ろいろな相談に来られます。振興部門につきましても。そういった分につきましては、当然その

行政サービスセンターのほうで一次的には対応はしていくのは当然のことでございます。 

 そこの長が多分に課長級ということになるのかなあというようなお話もございました。それに

つきましてはいろいろな人事を輩出する中におきまして、どの立場の職員がそこの責任者になる

のか、という部分につきましては、まだ、今から先の詰めの段階でもあるのかなというような思

いでございまして、当然、その窓口で相談を受けた、その分につきましては可能な限り、その現

場の長の責任のもとに即解決をしていただくというようなとらえ方でございます。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  ７番、黒田昭雄君。 

○議員（７番 黒田 昭雄君）  今、多分、議論を打ち合わせている最中の中で非常に答えにくく

答えられた感じかなと思っているんですけれども。この大改革につきましては、非常に大変苦労

もあるかと思いますけれども、本当に市民目線に立ちまして支障のないように詳細に詰めていっ

ていただきたいなという思いが持っております。 

 その中で、市長もお若い中でいろんな今回のＷｉＦｉにしても本当に時代に沿った改革をなさ

っているなあと思う中で、今後、こういった行政センターに、サービスセンターに問い合わせに

行く時にたらい回しをされないような、スカイプで対応されるとか、いろいろ今、議論されてい

る中とは思いますけれども、そういうのも取り入れながら、市民の方が即、そこでワンポイント

で回答を受けられるような体制をぜひお願いして質問を終わります。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  この問題につきましては、私、１月の冒頭、職員に６カ所を回る中で話

をさせていただいたことをちょっとここでお話しさせていただきたいんですが。 

 今までの行政マンの考え方ではいけないと、できればこれから先、ましてこの機構改革後にお

いて、特に心がけなくてはいけないのは、職員が市民の皆様のコンシェルジュになるつもりじゃ

ないといけないんだという話をさせてもらいました。 

 私どもホテルに行ったときに、フロント等にコンシェルジュさんがいらっしゃいますが、あの

コンシェルジュさんは客室に泊まった人たちのいろんな困りごとというのをテキパキと速やかに

さばくということで、まずもって基本はノーを言わないと。ノーからは入らない、というふうな

ことをコンシェルジュさんは第一に考えてあるというふうに、以前聞いたことがございます。 

 私もホテルに以前、もう大分前の話ですけど、十六、七年前の話ですが、泊まったときに家族
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で、そのときにそういうコンシェルジュさんといろんなお願いをし、そしたらこなしてくださる

という、とても快適な宿泊の日数を過ごすことができたという記憶があるんですけれども、でき

ればそういうものに私ども職員はみんななっていかなくてはいけないんじゃないかという話もさ

せていただいたところであります。 

 全箇所でそのことについては、きちんと同じように話して伝えたつもりでございます。これか

らも職員の一人一人がそのような思いで対応していけるようにこちらも指導をしていきたいと思

います。 

○議長（作元 義文君）  市長、コンシェルジュという意味がテレビを見てる人がわからないかも

わかりませんので、なるだけ横文字じゃなくて、見る人に、お年寄りの方も見ておりますので、

そういった配慮もしてください。 

○市長（財部 能成君）  済みません。あそこでフロントではそのように書いてあるものですから、

そう言いましたが。恐らく、直訳すれば総合世話係みたいな意味になろうかと思います。申しわ

けございませんでした。 

○議長（作元 義文君）  １１番、上野洋次郎君。 

○議員（１１番 上野洋次郎君）  議案第２３号、対馬市職員定数条例の一部を改正する条例につ

いて、伺います。 

 今回、消防職員の定員を８３人から１０６人に増員するという提案でございます。私は増員す

ることには全く賛成であります。その中で、まず１点目。この１０６人体制というのは、これ

１月３１日でしたか、全員協議会に出された消防本部組織改革、この中で例えば、この１０６人

の中で本部が何人、各中核が何人、まずそういう説明がないなら、私たちもなかなかどういう積

算といいますか、この１０６人体制を出したのがまずわからない、ということが第１点目。 

 それと部長の説明でもありました。今後、この組織改革の中で例えば火災出動は３ブロック

４隊出動ということを目標にしてあるという話もありました。このことに関しても、私は来年の

２６年度は職員もそう増えないわけですよね。今、８７人ですか、８７人もいないと思いますが。

９０人ぐらいと思います。その中で実際、この火災管轄の、私は大変えらいと思う、職員も。 

 まず、そこの２点、説明をお願いします。 

○議長（作元 義文君）  消防長、竹中英文君。 

○消防長（竹中 英文君）  御質問にお答えいたします。１０６人体制の内訳でございますが、現

在、消防本部が８名、消防署が７９名で構成をしております。この１０６名の体制になりますと、

本部が１２名、それから消防署が９４名という体制に移行をしたいと考えております。 

 なお、中部、北部は２１名。南部は本署、豆酘、空港、美津島を含め５２名体制で臨みたいと

考えております。（「もうちょっとゆっくり。もう一回」と呼ぶ者あり） 



- 84 - 

 中部、北部はそれぞれ２１名。中核の豊玉、上県が１３名でございます。峰、上対馬出張所に

つきましては８名。南部ブロックは中核であります本署、それから豆酘、空港、美津島で５２名。

美津島が８名。空港が４名。豆酘が６名。本署３４名にいたしまして、分遣所、出張所へは中核

から応援に出す体制を取りたいと考えております。 

 それから、御質問の第２点目、３ブロック体制、４隊出動ということでありますが、特にブロ

ックの端になる部分が消防隊の到着がおくれるということで、ブロック管轄境、この部分につい

て４隊出動というふうに考えております。 

 先週、我々が想定をしておりますブロック内で火災がございました。これにつきましては前倒

しで本署隊を出動させたところでありますが、やはり本署隊の消火部隊、それから救助部隊もそ

こで十分な活動ができたという、１０分間の遅れしかございませんので、何とか手持ちの消防力

を多めに現場に早く出動させて、投入をして、活動をしていきたい。それが先が見えたというよ

うな段階になりますと、遠い部隊から順に早めに本来の待機場所に戻して、業務を継続したいと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  １１番、上野洋次郎君。 

○議員（１１番 上野洋次郎君）  まず、先ほど説明がありました。例えば中核の豊玉が１３、峰

が８ということですね。例えば峰が８人、そういう中で今までどおりの業務が、この中核のどう

いう関係になる。今、峰が９人ですか。それが少なくなって、今度は中核からいろんな補充をし

たり、そういうことができるという考えなんですか。まず、そこと。 

 それと、この３ブロック４隊の、今、消防長が言われる、それは最初に行ったほうが確かに火

災、山火事とか、そういうのは私も反対はしないわけなんです。ただ、ちょっと書いてもらって

いいですか。私が疑問がある点が何点かありますから。ちょっと答えてください。 

 私の考えるデメリット、まず１点目が管轄外の出動時に出る場合、管轄内の火災対応が先ほど

少し時間が遅れるということがありましたが、私はまず、火災対応ができないということがまず

あると思うわけです。それが１点。 

 それと、今の管轄外出動している場合に、例えば出張所、直近で火災が発生した場合、私は対

応が遅れて反対に火災が大きくなるんじゃなかろうかという考え。それが２点目。 

 もう一つは、今後、出張所は補充しないということですね。例えば火災が出た場合でも。補充

しないということなんでしょ。じゃないんですか。私はそういう補充しないということがあって、

例えば、火災が出た場合、救急車がいても出動ができないということになるんではないかという

ことです。それが三つ目。 

 それと、市長も私が一般質問して、火災３ブロック４隊出動はできる、できると言いますけど、
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出張所が救急出動している場合は、私は補充しないと思っていましたので、火災出動は３ブロッ

ク４隊じゃできないと思っていたわけですけれども。 

 まず、そこのところをちょっとお願いします。 

○議長（作元 義文君）  消防長、竹中英文君。 

○消防長（竹中 英文君）  御質問にお答えいたします。確かに管轄外の対応ということで現在の

管轄から火災管轄というものが大幅に広がります。これにつきましては、先着隊から通信司令室

のほうに行きまして、出動体制、それから水利等につきましては、通信司令室からの管制という

ようなところで進めていこうというふうに考えております。 

 なお、今後、広がります火災管轄につきましては、十分職員を派遣しまして水利調査、訓練等

を重ねて対応してまいりたいというふうに考えております。 

 次に、近火対応の場合でありますが、この火災件数が私どもの消防発足時と比べますと２分の

１ぐらいの件数になっているというようなところでございます。 

 それで職員をこの技術の伝承というようなものに現在ぶちあたっておりまして、出動の機会が

非常に少なくなったというようなものがあります。それで、現場は遠いんですけれども、自分の

車庫から火災に出動するというような、非常に強い緊張状態というような経験というものも、こ

れで増やしていきたいというふうに考えております。 

 訓練をやりまして維持できるモチベーションと、実際に緊急事態に出動するという場合のモチ

ベーションの違いというものを、しっかり職員には伝えていきたいというふうに考えております。 

 なお、火災につきましては、これは管轄職員は全員招集というのが前提でございまして、補充

勤務をやめるといいますのは救急の場合の補充勤務であります。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  １１番、上野洋次郎君。 

○議員（１１番 上野洋次郎君）  ８人とか１３人にするという考えなんですが、どういう、中核

とどんな関係なんですか。 

○議長（作元 義文君）  消防長、竹中英文君。 

○消防長（竹中 英文君）  ８人と１３人の考えでありますが、約３年ほど試行状態で様子を見て

まいりました。それで現在、峰のほうが９名というような形でやっておるんですが、この９名の

場合は小隊が４名と５名というふうになります。そうすると４名のほうでは不足して、５名のほ

うでは若干要員が多くなると。要するに必要な人員、最低人員が３名というふうに想定をいたし

ますと４名の勤務が出てくる、というようなことであります。それで、足りないところは中核か

ら補いつつ、３名のワンパックという基本的な消防職員の待機体制を、これで作り上げたいとい

うのが一つであります。 
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 なお、中核が１３というような大きな増員になるわけでありますが、ここにつきましては現在、

整備を行っておりますデジタル無線、この中の衛星通信装置というものを中核に配置をするとい

うようなことで、支所につきましては現在、庶務と警防と予防という班を持っておりますが、中

核には無線班をつくりたいというふうに思っております。 

 なお、中核につきましては化学車を配置して、船舶火災、それから車両火災、危険物火災に対

応していきたいというようなことで、それを全署に配備をするというわけにはいきませんので、

３ブロックに分けて消防を進めていきたいというふうに考えております。 

○議員（１１番 上野洋次郎君）  今、峰が９人おって、それを１３人。例えば足らんときは中核

から豊玉から回すとか、それがあるんですかっていうこと。あるとですね。わかりました。 

○議長（作元 義文君）  １１番、上野洋次郎君。 

○議員（１１番 上野洋次郎君）  まず、私はさっきの火災というようなことですね。私は数が多

くなったらそういうやり方もいいと思うとですけども。やっぱり来年度は少ない。いっときは少

ないですか。現状のままで私はいいと思います。 

 それと、消防長、最終的に１０６人と要るということなんですね。それが２６年度は９０人ぐ

らいでしょ。大丈夫なんですか。職員ぶっ倒れませんか。何らかの方法を考えとっとですか。 

 私は来年度ぐらいは、もう、前に消防署をあがられた方々でも臨時で通信のほうでも何人か雇

ってもらうとか、そうせんと、本当２６年度は大変だと思います。今でも私は話を少し聞いてお

りますけど、本署、本部のほうのやっぱり総務課の方がまた入院されとるという話も聞きますが、

ここで何が原因とかそういうことは追求しませんが、本当に今消防職員さんは大変だと思います。

何か２６年度は考えてやらんと倒れる人が何人も出るんじゃないですか。それを最後に聞いて終

わります。 

○議長（作元 義文君）  消防長、竹中英文君。 

○消防長（竹中 英文君）  ありがとうございます。２６年度のスタートは今年度２５年度中の採

用試験というようなものを受けまして、この現在の条例で認めていただいております９６名とい

う形でスタートをしたいと思いますが。どうしてもここのところは育成期間というようなことが

あって、現場のほうは手薄になろうかと思いますが、まだ、中核であります中部には化学車も配

置をしておりませんし、通信の衛星につきましても２６年度末というような形で導入を進めてお

ります。そういう間に今、議員から御指摘がありましたような形も含めて検討して、滞りのない

消防を進めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（作元 義文君）  ほかに質疑ありませんか。２番、小島德重君。 

○議員（２番 小島 德重君）  議案第２０号について、黒田議員の先ほどのお尋ねと関連がする

んですけれども、ちょっと確認をさせていただきたいと思っております。 
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 きょういただいた分掌事務一覧の９ページです。９ページで行政サービスセンターの分掌事務

一覧をいただきましたが、行政サービスセンターの中で旧活性化センターの住民生活課分掌事務

に追加される事項というのがございます。そして、その（１１）にしまづくり戦略本部以下部署

が上げてあります。それでその部署に上がっていないのが、市民生活部、福祉部、保健部がござ

います。この三つの部の分掌事務が旧活性化センターの住民生活部の分掌事務で全てカバーしき

れているのか、それをちょっと確認をしたいんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  総務部長、桐谷雅宣君。（発言する者あり） 

 総務の付託案件にこれなります。総務で詳しくやります。本会議で。 

○総務部長（桐谷 雅宣君）  ただいまの小島議員のお尋ねでございますけれども、本日、差し上

げました資料の９ページの１１のこれに記載がされていない部署の業務はどうなるのかと。議員

の方のお話もございましたとおり、旧活性化センターの住民生活課の分掌事務のほうで抱合され

るということで御理解をいただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  ２番、小島德重君。 

○議員（２番 小島 德重君）  また、細部については委員会のほうでもまた確認をしたいと思い

ます。 

○議長（作元 義文君）  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま一括議題としております９件のうち、議案第２３号及び議案第２６号

を除く７件は委員会への付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。７件は委員会への付託を省略することに決定しま

した。 

 これから７件について各案ごとに討論、採決を行います。 

 まず、議案第２０号、対馬市部設置条例の一部を改正する条例について、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２１号、対馬市厳原自動車教習場条例の一部を改正する条例について、討論はあ
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りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２２号、対馬市情報センター条例の一部を改正する条例について討論はありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２４号、対馬市公益法人等への職員の派遣に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２５号、対馬市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例について討論はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２７号、対馬市技能労務職員給与条例の一部を改正する条例について、討論はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定したいと思います。御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２８号、対馬市財産の交換、譲与、無償貸与等に関する条例の一部を改正する条

例について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２３号、対馬市職員定数条例の一部を改正する条例及び議案第２６号、対馬市職

員の給与に関する条例の一部を改正する条例の２件は、配付しております議案審査付託表のとお

り総務文教常任委員会に付託します。 

 暫時休憩します。昼食のため休憩します。午後は１時から開会します。 

午前11時56分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後０時58分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２０．議案第２９号 

日程第２１．議案第３０号 

日程第２２．議案第３１号 

日程第２３．議案第３２号 

日程第２４．議案第３３号 

日程第２５．議案第３４号 

○議長（作元 義文君）  日程第２０、議案第２９号、対馬市子ども夢づくり基金条例の一部を改

正する条例から、日程第２５、議案第３４号、対馬市公園等設置条例の一部を改正する条例まで

の６件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。教育部長、豊田充君。 

○教育部長（豊田  充君）  一括議題となりました議案第２９号について、提案理由の説明をい

たします。 

 子供たちは対馬の将来を支える宝であり、未知なる可能性を秘めており、対馬の将来を担う青

少年の健全な育成を図るため文化活動、体験活動、国際交流活動及びスポーツ活動のあらゆる分
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野での活動を可能にし、対馬の子供たちの夢ある未来づくりに寄与するための対馬市子ども夢づ

くり基金条例を、平成２５年３月の定例会において議決いただいたところであります。 

 条例制定後、この条例に基づく基金の活用等について、庁内会議や、また、島内３高校の校長

先生方との意見交換を行う中、現行条例の第１条設置の住所要件では、住所を置いたまま島外の

学校に在学している子供たちへの対応。本条例は子供たちをこの対馬で育てていくということが

大原則ではないか。また、幅広い基金の活用を考えた場合の対象事業を明記する必要があるので

はないか等の意見が出されました。 

 庁内での関係する部課長会議で出された意見や要望事項等を協議審議した結果、対馬に在学す

る子供たちの夢づくりを創造していくため、今回条例の一部改正をお願いするものであります。 

 議案集の２５ページをお開きください。新旧対照表の２２ページもあわせてお願いします。 

 第１条中、「市内に住所を有する児童生徒」を「市内の学校に在学する児童生徒」に、「及び

スポーツ活動」を「、地域間交流活動、スポーツ活動、就学支援活動等」に改め、第７条の第

３項運営委員会の任期ですが、子どもの夢づくりを担当する部課長で構成することとしており、

今回、任期の項を削るものであります。 

 附則として平成２６年４月１日から施行することとしております。 

 議員の皆様におかれましては、今回の改正の趣旨を御理解いただき、御審議賜りますようよろ

しく申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（作元 義文君）  市民生活部長、藤田雄二君。 

○市民生活部長（藤田 雄二君）  ただいま一括上程となりました議案第２９号から議案第３４号

のうち、市民生活部関連の議案第３０号、対馬市斎場条例の一部を改正する条例について、その

提案理由と内容を御説明申し上げます。 

 議案書２７ページと新旧対照表２３ページをお開きください。 

 本議案は、対馬市斎場条例（平成１６年対馬市条例第１５５号）の一部を次のように改正する。

別表２、埋葬骨の項中、１体を火葬炉１炉に改める。 

 附則で平成２６年４月１日から施行する。 

 これは土葬のお墓を新しいお墓にする際に、何体ものお骨をいっぺんに火葬し、埋葬するとい

ったことに対する事務上の解釈を是正するものであります。 

 なお、使用料についての変更はございませんで、市内の方が１万円、市外の方は２万円という

ことであります。 

 以上、説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  次に、議案第３１号。福祉保健部長、多田満國君。 

○福祉保健部長（多田 満國君）  ただいま一括議題となりました議案のうち、議案第３１号、対
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馬市障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条例の一部を改正する条例について、御説

明申し上げます。 

 議案書の２９ページをお願いします。あわせまして一部改正条例新旧対照表の２４ページも御

参照方お願いいたします。 

 今回、改正をお願いします障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条例につきまして

は、審査会の名称を変更しようとするものでございます。平成２４年６月に障害者総合支援法が

成立し、障害者支援に関する各種改正内容が施行されているところでございます。 

 障害者総合支援法における平成２６年４月施行分の主な改正内容の一つに、障害支援区分への

名称、定義の改正があり、障害者程度区分の名称を障害者支援区分に改め、その定義を障害者等

の障害の多様な特性、その他の心身の状態に応じて必要とされる標準的な支援の度合いを総合的

に示すものとして厚生労働省令で定める区分とすることとされています。 

 これまでの障害の程度は、重さではなく、標準的な支援の必要の度合いを示すという面で区分

であるということがわかりにくいという観点がございまして、名称の変更がなされるものでござ

います。 

 対照表に記載のとおり、題名を対馬市障害支援区分認定審査会の委員の定数等を定める条例に

改め、第１条中、「障害程度区分」を「障害支援区分」に改めるものであります。 

 なお、附則で施行日を平成２６年４月１日からとし、関連して、対馬市特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部をあわせて改正するもので、別表中、障害程度区

分を障害支援区分に改めるものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  次に、議案第３２号。農林水産部長、阿比留勝也君。 

○農林水産部長（阿比留勝也君）  ただいま一括議題となりました議案第３２号、対馬市農山村公

園等条例の一部を改正する条例につきまして、その提案理由を御説明いたします。 

 議案集３１ページをお願いいたします。新旧対照表は２５ページとなっております。 

 今回の改正は、昨年の第２回定例会におきまして御承認いただきましたふるさと農村広場整備

事業が３月をもって完成することに伴い、名称をふるさと農村広場、所在地対馬市上対馬町西泊

１１１番地を、対馬市農山村公園等条例に加え、本年４月１日より供用開始するため本条例の改

正をお願いするものです。 

 このことによりまして、古里地域に触れ合いと交流、体験の場を御提供し、地域コミュニテ

ィーの促進及び青少年の健全な育成を努めるものとするものでございます。 

 以上で、提案理由の御説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますようよろしくお願いい

たします。 
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○議長（作元 義文君）  次に、議案第３３号、３４号を、観光物産推進本部長、本石健一郎君。 

○観光物産推進本部長（本石健一郎君）  ただいま一括議題となりました議案第３３号、対馬市小

規模企業振興資金融資条例の一部を改正する条例並びに議案第３４号、対馬市公園等設置条例の

一部を改正する条例につきまして提案理由を御説明を申し上げます。 

 まず、議案第３３号、対馬市小規模企業振興資金融資条例の一部を改正する条例につきまして、

議案書は３３ページでございます。新旧対照表は２６、２７ページとなっております。 

 対馬市の地域振興のためには経済的な振興策が必要であり、既存事業者の振興策が重要である

ことから今回の改正となった次第でございます。この条例は対馬市が十八銀行支店に５,０００万

円の預託を行い、これに十八銀行が５,０００万円を上乗せし、総額１億円で協調融資事業とし

て設備投資や運転資金を用途に発足いたしましたけれども、利用者が少ないことも見直しの一因

でございまして、今回の改正で利活用が容易になるよう制度の拡大、充実を図ることを主たる目

的としております。 

 今回の主な改正点といたしまして、これまで第１条の目的におきましては、融資対象者を市内

小規模企業者としており、具体的にはこの対象者の規模が商業、サービス業であれば従業員５名

以内、製造業等においては従業員２０名以内でございます。 

 今回、この対象者を市内中小企業者等と改めることによりまして、小売業におきましては従業

員５０名以下、卸サービス業では１００名以下などと幅広く拡大していくものでございます。 

 次に、第２条における資金の預託及び取り扱いにつきまして、利用者の利便性を向上させるた

め、これまでの株式会社十八銀行支店１社に株式会社親和銀行支店を追加し、２社の金融機関で

の融資体制を整えるものでございます。 

 附則で本条例の施行日を平成２６年４月１日と定めようとするものでございます。 

 なお、本条例改正に深く関連いたします議案第３９号を後ほど御説明いたしますのでよろしく

お願い申し上げます。 

 引き続き、議案第３４号、対馬市公園等設置条例の一部を改正する条例について御説明申し上

げます。 

 議案書は３５ページで、新旧対照表は２８から３９ページとなっております。 

 今回の改正は単に利用料金の改正でございまして、４月からの消費税の増税に伴うものではご

ざいません。国際航路の充実及び野外レジャーが盛んになりました現在、キャンプ場利用者は島

内外から増加傾向にあります。今回の利用料金改正については、３項目について改正のお願いを

するものでございます。 

 まず、第１点目としては、テントサイトの利用料金の改正でございます。現行１日当たりテン

トサイト１張りにつき６００円を１,５００円へ。第２点目のオートキャンプ場につきまして、
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現行１,０００円を２,０００円に、それぞれ改正するものでございます。 

 ３点目は、厳原町尾浦青潮の里に設置しておりますログキャビンのレンタル料金１万円の項目

を削除するものでございます。 

 本施設は設置当時移動可能なものでございましたけれども、これまで移動レンタルの需要が皆

無であり、足回りも老朽化したため移動使用が困難となりましたのでレンタルの項目を削除し、

固定の料金、日当たり６,０００円でのみ運用しようとするものでございます。 

 今回の主な改正理由といたしまして、この１０年間利用料金の見直しを据え置いてきましたが、

県下及び韓国内の利用料金を調査いたしましたところ、対馬市における利用料金が著しく安価で

あることが判明いたしましたので、公園施設におけるテントサイト及びオートキャンプ場の２設

備について利用料金を改正しようとするものでございます。 

 附則で本条例の施行日を平成２６年４月１日と定めようとするものでございます。 

 以上、簡単ですが、提案理由の説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。議案第２９号から

３４号までの６件について質疑はありませんか。６番、脇本啓喜君。 

○議員（６番 脇本 啓喜君）  幾つかあるんですが、まず、議案第２９号、対馬市子ども夢づく

り基金条例の一部を改正する条例についてですが、本日いただきました、この事務分掌を見てみ

ますと、福祉部の今度新設する子ども未来課のところにも子ども夢づくり基金に関することとい

うふうに書いてありますが、この教育委員会とのこの事務分掌がはっきりわかっていないので、

その辺をお聞かせください。 

 この条文中に市内の学校に在学する児童生徒というふうに変更するということですが、細かい

ことになりますが、この学校というのは多分学校法に基づく学校だと思うんです。とすると幼稚

園、小学校、中学校等は入りますが、保育園は入らないですね。それで、この子ども未来課が多

分認定子ども園とか保育所、それから未就学児童、幼児のことについても取り扱うと思うんです

が、条例ということでこの学校という書き方でその辺までカバーができるのかどうかをお聞かせ

ください。 

 それから、議案第３２号、これに関連してなんですが、新しくまた旧上対馬高校の寮だったと

ころを解体してこのような形になると思うんですが、これから花見の季節が近づいてまいります

が、以前、清掃のことについて、特に花見時期に当たっては盒知ダム、それからオメガ塔公園、

ここがかなりたくさんのお客さんが花見を楽しまれますが、その鹿のふんがたくさんあって幼児

を安心して連れていけないということで、対策をお願いしていましたが、その辺についてどのよ

うに対策をとられているのか、お聞きします。 
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 それから、議案第３４号、この対馬市公園等設置条例の一部を改正する条例についてですが、

現在、指定管理という形で管理のほうもお願いしている部分があると思うんですが、特に上対馬

のほうでいうと三宇田キャンプ場です。このオープン期間が夏に限定されていますが、もう少し

秋口まで十分活用できると思うんです。その辺のことについてオープン時期を広げるつもりはな

いのか。 

 それから、指定管理にせっかく出しているわけですから、もう少し指定管理者の自由度がある

ような、そういう新しく何かそこで、例えばマリンスポーツをその指定管理者が提供したい、

シーカヤック、バナナボート等やりたいと言ったときにやれるような、そういう契約になってい

るのかどうか、そのあたりをお聞かせください。 

 それと戻りますが、議案第３３号、対馬市小規模企業振興基金融資条例の一部を改正する条例

ですが、これは合併当初からこういう形のものがあったということで、活用があまりされていな

いということでこのような改正を行いたいと、いいことだと思います。 

 ただ、今まで商工会のほうとかにも使うところはないですかね、ということで問いかけぐらい

はしてきていると思うんですが、その対馬市が持っている、例えば経済センサスの情報とか、こ

ういうものを商工会等々と一緒になって企画を立て、そういう融資が必要となっているところを

探し出して貸していこうという形は考えていないのか、お聞かせください。 

 特に、今回、予算の中でも利子について１億円以上も当初の予定よりも少ない形でしか上がっ

てきていません。せっかくある、この基金以外の基金についても国みたいに年金を今度ちょっと

元本割れするようなところまでつぎ込んで年金の運用というようなことを国のほうは始めるよう

ですが、そこまでは言いませんが、少しでもせっかくある基金ですから、財産を増やそうという

方法は考えるべきだと思いますので、その辺についてお聞かせください。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  教育部長、豊田充君。 

○教育部長（豊田  充君）  脇本議員さんの御質疑にお答えしたいと思います。 

 お手元にある資料に福祉部子ども未来課が２６年４月１日からということですけれども、一応

この基金については４月以降、その担当部署で扱うということで聞いております。全て。 

 それと、この夢づくり基金ですけれども、昨年３月の定例会で提案しましたけれども、一応小

学校、中学校、高校生に在学する子供ということの項目的にはスポーツ活動とか、地域間交流と

か、そのような夢を持たせる事業に充てたいということで進んでいるところでございます。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  農林水産部長、阿比留勝也君。 

○農林水産部長（阿比留勝也君）  御質問の３２号議案の農山村公園でございますが、当初からイ
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ノシシ、鹿の進入ということでフェンスを設置するような計画になっております。以上です。 

○議員（６番 脇本 啓喜君）  ほかのところは。盒知ダム、それからオメガの対策は。 

○農林水産部長（阿比留勝也君）  済みません。それはちょっと把握をしておりません。 

○議員（６番 脇本 啓喜君）  １年前から言っておることですが。 

○議長（作元 義文君）  次は。観光物産推進本部長、本石健一郎君。 

○観光物産推進本部長（本石健一郎君）  観光物産推進本部については、脇本議員さんより２件が

ございましたけれども、まず、１点目の現在、指定管理でほとんど管理をお願いしているが、例

えば三宇田の海水浴場あたりのキャンプ場の期間を広げられないかということにつきましては、

ことし新年度より一応６カ月に広げようかということで、規則のほうで今協議を進めている段階

でございます。 

 それと、指定管理者の自由度を広げる施策ということですけれども、条例の中で運用ができる

ようであれば、また、御相談があれば、これは御相談に乗っていくべきだと考えております。

（「よろしくお願いします」と呼ぶ者あり） 

 次に、第３３号の小規模企業振興資金の条例の関係なんですけれども、商工会とはもちろん密

に連携を取っておりますけれども、商工会のほうもお世話をする立場で、できれば利息の安いよ

うなところというようなことを進めておられまして、特に今、政策、金融公庫の経営改善資金で

ございますか、このあたりで設備投資とか運転資金とかございますけれども、まず商工会の会員

であるという中でお世話をされておりまして、これについても市は一応、約４００件弱ですけれ

ども、１年間に借り入れを行われた方の利息を１０％補助をいたしておりますし。 

 それからどうしても、今、流れとしまして残念なことに次の世代に借金を残したくないという

ようなことが企業者、既存の事業者がございまして、そういう面でもちょっと私どもも商工会も

苦慮することなんですけれども。この政策金融公庫資金についても元本を据え置いて利子の先延

ばしを、利子だけ払って元本の償還を先延ばされる方が多くなっているというのが現状でござい

まして、また、これもおっしゃるようにこれからの商工会と一体となった取り組みが必要ではな

かろうかとは考えております。 

 あと基金の関係をおっしゃったんですが、ちょっと私が意味を解しませんで申しわけございま

せんけれども、基金の運用ということだったんですが。 

○議員（６番 脇本 啓喜君）  観光物産推進本部じゃなくて、どちらかというと総務のほうにな

るかと思うんですけど、そのことについては。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今、おっしゃられた案件ですが、金融機関のほうに、原資の半分を行政

のほうが預託をする。そして同じ金額を金融機関がそこに用意をして協調融資の形にするわけで
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すが、その元の基金を、預託金を運用で膨らませないのかという質問ですか。 

○議員（６番 脇本 啓喜君）  この条例についてだけではなくて、対馬市の財産ですよ。持って

いる、今。 

○市長（財部 能成君）  ほかの基金のことですか。 

○議員（６番 脇本 啓喜君）  基金です。これについても運用がどのくらいになっているのか。

だから、予定していたよりもかなり落ちたわけですよね。予算見てみると。 

○市長（財部 能成君）  これとは別。ちょっと待ってください。 

 今、おっしゃっているのは一般会計予算のことと、今、この小規模融資条例のこととが一緒く

たになっている話ですね。 

○議員（６番 脇本 啓喜君）  両方。そうそう。 

○市長（財部 能成君）  もとの話に戻しますが。ということになりますと、基金等の利息、運用

益の話が落ち込んでいるという話でございますので、それについては会計管理者のほうに。 

○議員（６番 脇本 啓喜君）  落ち込んでいるというか、見込みより違ったから、補正であんな

のが上がってきたわけでしょ。 

○市長（財部 能成君）  公債費のことですか。公債費の利子が、それはうちが予定をしていたよ

りも低い金額、利率で借り受けができたものですから、逆にその利率、下がった分を返さなくて

もいいから予算を下げておりますという予算の表し方です。そういう意味でございます。当初見

込んでいたよりもという。（「まあ、いい。それは」と呼ぶ者あり） 

○議長（作元 義文君）  美津島地域活性化センター部長、八坂一義君。 

○美津島地域活性化センター部長（八坂 一義君）  盒知ダムの件ですけれども、美津島にござい

ますので、私のほうからお答えさせていただきます。 

 あそこは長崎県のほうが管理人を指定されておりますので、管理人のほうで清掃はしていただ

いていると思います。 

 それとあわせてボランティアのほうで随時清掃はされておりますということであります。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  上対馬地域活性化センター部長、島居清晴君。 

○上対馬地域活性化センター部長（島居 清晴君）  オメガ公園の清掃についての質問ありました

のでお答えします。 

 オメガ公園につきましては、地区のほうにトイレ清掃と一緒に公園内の清掃もお願いしていま

すので、その中で対応を現在はしております。 

○議長（作元 義文君）  ６番、脇本啓喜君。 

○議員（６番 脇本 啓喜君）  議案第２９号については、小中高のみという形で学校という形で
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するということですが、今度、福祉部の子ども未来課になるということですので、ぜひ、就学前

の人たちにもそういうことができないのか、検討はしていただきたいと思います。いろんな活動

で小学生と、それから就学前の園児等が一緒にサークルをやっていたり、そういうことをしてい

るところもあると思います。小学生の部分のみできて、就学前のものには出せないということが

考えられますので、ぜひ検討はしていただきたいと思います。 

 議案第３３号については、総務省のほうの産学官金域、今度金融機関からも借り入れができれ

ばを条件に補助金が出るという制度もありますし、そういうものを活用してもらう事業の洗い出

しにもなるとも思いますので、ぜひ、これまで以上に商工会等とも市の持っている情報もあわせ

ながら、対馬市でそういう元気な事業所、企業が出てくるように取り組んでいただきたいと思い

ます。 

 この件については一般質問のほうでも取り上げますので、ここで終わります。 

 議案第３４号についても指定管理者とよく協議をして、利用者が楽しめるような、そういう公

園となるように計らっていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま一括議題としております６件のうち、議案第２９号及び議案第３３号

を除く４件は委員会の付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。４件は委員会への付託を省略することに決定しま

した。 

 これから４件について各案ごとに討論、採決を行います。 

 まず、議案第３０号、対馬市斎場条例の一部を改正する条例について、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３１号、対馬市障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条例の一部を改

正する条例について、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３２号、対馬市農山村公園等条例の一部を改正する条例について、討論はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３４号、対馬市公園等設置条例の一部を改正する条例について、討論はありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２９号、対馬市子ども夢づくり基金条例の一部を改正する条例及び議案第３３号、

対馬市小規模企業振興資金融資条例の一部を改正する条例の２件は、配付しております議案審査

付託表のとおり所管の各常任委員会に付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２６．議案第３５号 

日程第２７．議案第３６号 

日程第２８．議案第３７号 

日程第２９．議案第３８号 

日程第３０．議案第３９号 

○議長（作元 義文君）  日程第２６、議案第３５号、対馬市延滞金等の割合の見直しに伴う関係

条例の整理に関する条例から、日程第３０、議案第３９号、対馬市中小企業創業資金融資条例ま

での５件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、桐谷雅宣君。 

○総務部長（桐谷 雅宣君）  ただいま一括議題となりました議案中、議案第３５号並びに議案第
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３６号につきましては総務部の所管でございますので、続けて御説明をさせていただきます。 

 まず、議案第３５号、対馬市延滞金等の割合の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例につ

いてでございますが、議案集の３９ページ、新旧対照表は３１ページでございます。 

 地方税法の一部改正に伴い、延滞金割合の見直し措置が講じられ、使用料等の延滞金割合を同

法の規定に準じているため、関係条例の規定の整理を行おうとするものでございます。新旧対照

表の３１ページに記載をいたしております。よろしくお願いいたします。 

 内容につきましては、それぞれ条例で延滞金等の規定を定めておりましたが、第１条の対馬市

税外収入督促手数料及び延滞金条例で、今回の地方税法の一部改正に伴い改正等をし、３２ペー

ジからの第２条対馬市介護保険条例、第３条対馬市後期高齢者医療に関する条例、第４条対馬市

峰町共同集合店舗条例、第５条対馬市営住宅条例の延滞金等の規定を、第１条の対馬市税外収入

督促手数料及び延滞金条例の内容を適用させようとするものでございます。 

 なお、附則で条例の施行日を公布の日からといたしております。 

 続きまして、議案第３６号、対馬市長期継続契約を締結することができる契約を定める条例に

ついてでございます。議案の４３ページでございます。 

 長期継続契約とは、地方自治法第２３４条の３に定められている契約でございまして、電気、

ガス、水の供給、電気通信役務の提供を受ける契約など、または不動産を借りる契約につきまし

ては、翌年度以降にわたる契約が認められているところでございます。 

 平成１６年の地方自治法の改正によりまして、このほかにも政令で定める契約について条例で

定めた場合に限り、長期継続契約ができるようになっているところでございまして、本市におき

ましても条例で定めることにより、事務の効率化を図りたいと考えております。 

 第１条でその趣旨を定め、第２条で長期契約を締結することができる契約を限定をし、第３条

で契約期間を制限をしております。第４条で必要な事項を規則で定めることとし、その明確化を

図っております。 

 なお、附則で条例の施行日を平成２６年４月１日と定めております。 

 以上で２件の提案理由の説明を終わります。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  次に、議案第３７号、教育部長、豊田充君。 

○教育部長（豊田  充君）  議案第３７号、対馬市立厳原幼稚園通園バス条例の制定について、

提案理由を御説明いたします。 

 平成２５年９月の定例会において、現在の厳原幼稚園と久田幼稚園の統合園として新しい厳原

幼稚園（厳原町日吉２３８番地）が、平成２６年４月１日から開園されることに伴う対馬市立学

校教育施設条例の一部改正を上程し、議決をいただいたところであります。 

 この新しい厳原幼稚園は、厳原市街地に開園するため、車両等の交通渋滞の緩和と園児の通園
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上の安全・安心を確保するため、通園バスを運行しようとするものであり、今回、対馬市立厳原

幼稚園通園バス条例の制定をお願いするものであります。議案集の４５ページをお開きください。 

 第１条の趣旨として、通園する園児の通園上の安全を確保するため必要な事項を定めるものと

しております。 

 第２条の運行区域は、厳原町小浦から厳原町久田までとしております。 

 第３条に運行及び管理。第４条に使用者。 

 第５条の使用料ですが、園児１人当たり月額１,６００円としております。 

 第６条に使用料の納付期限、第７条に使用料の減免、第８条に委任としており、この条例に定

めるもののほか、必要な事項は教育委員会が別に定めることとしております。 

 なお、附則において平成２６年４月１日から施行することとしており、園児の通園上の安全確

保に万全を期する所存でございます。 

 また、通園バスですが、幼児専用車で大人３人、幼児４９人乗りであり、チャイルドシートを

装備しております。 

 以上で、提案理由の説明とさせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  次に、議案第３８号。消防長、竹中英文君。 

○消防長（竹中 英文君）  続きまして、議案第３８号、対馬市消防長及び消防署長の資格を定め

る条例の制定につきまして、提案理由と内容を御説明申し上げます。議案集４７ページをお願い

いたします。 

 本条例は、地域主権一括法の第３次分が平成２５年６月１４日に公布され、消防組織法の一部

が改正されたことにより、従来消防長及び消防署長の資格は政令で定めることとされていました

が、条例で定めることとされたことを受け、新規条例として制定をお願いするものでございます。 

 条例の内容につきましては、第１条で本条例の趣旨を定め、第２条で消防長の資格について、

第３条で消防署長の資格について定めるものであります。 

 また、あわせまして附則でこの条例の施行期日を平成２６年４月１日と定めようとするもので

ございます。 

 大変簡単でございますが、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  次に、議案第３９号。観光物産推進本部長、本石健一郎君。 

○観光物産推進本部長（本石健一郎君）  ただいま議題となりました議案第３９号、対馬市中小企

業創業資金融資条例の制定につきまして、その提案理由を御説明申し上げます。議案書は

４９ページでございます。 

 本条例は、さきに一部改正で提案いたしました議案第３３号、対馬市小規模企業振興資金融資

条例の一部を改正する条例に深く関連するものでございます。 
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 第３３号の振興資金融資条例におきましては、既存の地場産業の活性振興を図ることを主眼に

置いておりますことから、市内に店舗を有し、原則として同一事業を１年以上営む中小企業者を

融資対象者としておりますけれども、地域からの創業企業など新しい経済活性化への芽を支援し

ていくことも重要であり、新たにこの条例の制定によりまして、創業企業の条例計画をお持ちの

中小企業者、もしくは事業を開始して１年以下の中小企業者を創業者等と位置づけ、本制度で融

資を行うことにより、新規事業を支援するものでございます。 

 附則で本条例の施行日を平成２６年４月１日と定めようとするものでございます。 

 議案第３３号と本３９号は、既存事業者の振興と新規事業者への支援の両輪でございまして、

本市経済の振興発展を図ろうとするものでございます。 

 以上、簡単ではございますけれども、提案理由の説明を終わります。よろしく御審議いただき

ますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  説明が終わりました。 

 ５件に対する一括質疑を行います。質疑はありませんか。１０番、波田政和君。 

○議員（１０番 波田 政和君）  議案３７号、幼稚園の通園バスについて確認したいと思います。 

 この文言では久田から小浦という形になっておりますが、久田方面は路線が変わりまして、こ

の辺のところが明確になっていれば、なぜこんな話をするかと言いますと、国道を走ってもらっ

ても何もならないわけです。だから、住宅密集地を走るのか、いろいろ旧道を走るのかとか、そ

の辺も検討してあって、もう決定してあるはずですから、それをちょっとわかるならどのコース

で行くということを、もっと具体的に利用者にやさしくわかるような提案をしていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（作元 義文君）  教育部長、豊田充君。 

○教育部長（豊田  充君）  今、現在予定しているのは最終的に通園バスの利用者、園児の利用

者の各家庭の状況も見てから最終的には決定したいというふうに思っておりますけれども、まず、

久田、今の久田幼稚園を始発にしまして、お船江大橋の手前あたりの停留所を設けて、そしてで

きれば新道を走りたいなというふうに計画しております。 

 そして、次に厳原幼稚園に入りまして、あとは小浦のほうから小浦の白土を始発として、これ

は曲とか久田とかいろいろありますけれども、その地域を行くのか、厳原トンネルを突っ切って

いくのか、園児の数を見て最終的には決定したいなということでございますので、その通行の

コースがわかれば、早く知らせて皆様にも周知したいというふうに思っています。 

 まず、園児がどの方がどこで通園バスを利用するか。それをはっきり早くつかみたいというふ

うに思っております。 

○議長（作元 義文君）  １３番、堀江政武君。 
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○議員（１３番 堀江 政武君）  第３９号議案、対馬市中小企業創業資金融資条例につきまして

お尋ねをしたいと思いますが。この条例に反対するものではありません。中小企業が運営、また

事業を起こすために必要なことでありますので賛成でございますが。 

 ただ、第２条の２項、金融機関は、前項の規定による預託金の２倍の額を貸付資金として融資

しなければならない。「融資しなければならない」となっておりますし、また、この７条におい

ても金融機関は、毎月末における貸付状況を翌月の１０日までに市長に報告しなければならない。

この「しなければならない」というところにちょっと引っかかるわけでありまして、これは対馬

市に支店を置く金融機関はこの条例を市がつくったら、それに従わなければならないような、そ

ういう法的な地方自治法とか何かそういう法的なあれがあるんでしょうか。この文言からしたら、

何か強制的にしなければならないというような文言ですので、何か義務づけられるような感じが

しますが、その辺を少し、勉強不足でわかりませんのでお尋ねをしたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  観光物産推進本部長、本石健一郎君。 

○観光物産推進本部長（本石健一郎君）  堀江議員さんより２点ほどお尋ねがあっておりますけれ

ども、融資しなければならないというような命令口調であるのが、そうでないのではないかとい

うことなんですけれども。 

 一応、この規則あたりでまた入ってくるんですけれども、金融機関が実施するもの、市が行う

べきものという中で、どうしても相対の契約になってきますので、しなければならないというよ

うな表現になろうかと思います。 

 それと、報告をしなければならないということも、現在、改正前の中小企業の関係でも、こち

らも全く同様、報告しなければならないということで、この前例の踏襲を図ってきておりますし、

金融機関と協議する中で別段問題はないですよというようなことでございますので、御理解のほ

どをよろしくお願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  １３番、堀江政武君。 

○議員（１３番 堀江 政武君）  法的なことはないということですか。それならこの条例につい

て、両銀行とは協議はしてあるんですか、現在。そして、ここに出してあるんでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  観光物産推進本部長、本石健一郎君。 

○観光物産推進本部長（本石健一郎君）  一応、動き出したのは年初めぐらいなんですけれども、

協議は随時、随時進めておりまして、議会の議決を終えた時点で４月１日付けできちっとした契

約を結ぶような計画としております。 

○議長（作元 義文君）  １３番、堀江政武君。 

○議員（１３番 堀江 政武君）  両銀行と協議をされて、よく両銀行がこの文言でいいですと言

われればそれでいいとは思いますが、私たちがちょっと見た場合はこれは市が強制的に銀行に押
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しつけるというような文言のようにありますので、やっぱり貸付資金として融資するものとする

とか、例えばですけど、そういう軽い、もう少し緩和したといいますか、そういう文言のほうが

いいような気はします。しかし、銀行がこれでいいと言えばそれでいいかとは思います。 

 以上。 

○議長（作元 義文君）  ７番、黒田昭雄君。 

○議員（７番 黒田 昭雄君）  議案第３５号について御質問いたします。延滞金についてですけ

れども、今まで本則は１カ月以上ですと１４.６％、１カ月以内でしたら７.３％ということで、

今まででしたら元本が減ることなく、この延滞料ばかり苦労して払っているということも聞いた

ことはあります。 

 そもそもこんなに高い利率をということは悪意を持って払わない方のための制度だと聞いてお

りますけれども、今回１４.６％が９.２と、７.３が２.９ということで、苦労して払っていらっ

しゃる方については非常に助かる制度ではないかなと思っております。担当の部長にお伺いしま

すが、一番大変な取り立ての業務をされて本当に敬意を表しているんですけれども、この制度が

できることによって、この本市の場合、どのように効果があるか、お知らせください。 

○議長（作元 義文君）  市民生活部長、藤田雄二君。 

○市民生活部長（藤田 雄二君）  市民生活部では税法に基づく延滞金の徴収をやっております。

税法に関しては先般の条例改正の中でうたっていただきました。今回、率の値下げということに

なります。１４.６から９.２ということになりますので、減収というとらえ方になります。 

○議長（作元 義文君）  ７番、黒田昭雄君。 

○議員（７番 黒田 昭雄君）  なんと答えがないんですけれども、確かにそうですけれども。 

 この法律とか政令が変わって、このように条例でおりてきた場合に、一番、法律の効果を出す

のは市町村だと思うんですが、そういう法律が割引率を絞ったから税金は減りますとか、そうい

うのはちょっとおかしいんじゃないかなと思うんです。本当に苦しくて払えない方が、確かにそ

ういう方がどっちみち払えないわけですから、それが利率を減ることによって税務課の皆さんが

知恵を絞って少しでも税金を納めていただきたいという方向性で考えていただきたいと思うんで

すが、そういう消極的な国がするから減りますよという、そういう考えはちょっとおかしいんじ

ゃないかなと思います。 

○議長（作元 義文君）  市民生活部長、藤田雄二君。 

○市民生活部長（藤田 雄二君）  この延滞金の利率というのは経済情勢の中で決められたことで

あります。徴収に当たっては本税と延滞金というのがございますが、本税のほうから減らしてい

くという決まりになっております。ですから、お金がある、ない。なければ延滞金のほうには入

っていかないということになりますので、その辺の絡みはあまり変わらないということになりま
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す。 

○議長（作元 義文君）  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 ただいま一括議題となっております５件は、配付しております議案審査付託表のとおり各常任

委員会に付託します。 

 暫時休憩します。開会を２時１０分から行います。 

午後１時58分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時10分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３１．議案第４０号 

○議長（作元 義文君）  日程第３１、議案第４０号、辺地に係る公共的施設の総合的な整備計画

についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。地域再生推進本部長、平間壽郎君。 

○地域再生推進本部長（平間 壽郎君）  ただいま議題となりました、議案第４０号、辺地に係る

公共的施設の総合的な整備計画について提案理由を御説明申し上げます。 

 本案は、辺地に係る公共的施設の総合整備のための、財政上の特別措置等に関する法律、第

３条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 今回提案しております２１の辺地のうち、新規計画が、美津島町根緒、吹崎、尾崎、黒瀬、峰

町狩尾、上県町佐須奈、上対馬町大浦、一重の８辺地で、また変更計画が厳原町内院、豆酘、美

津島町盒知、豊玉町仁位、佐志賀、糸瀬、曽、卯麦、田、上県町仁田、伊奈、久原、上対馬町豊、

琴の１３辺地でございます。全て平成２５年度事業に係るものでございます。 

 それでは、各辺地の事業内容を簡潔に御説明いたします。 

 総合整備計画書案をご覧ください。まず、新規計画から説明いたします。５２ページをお願い

いたします。 

 根緒辺地及び、次のページの吹崎辺地は、消防団に配備されている小型動力ポンプ付積載車を

更新する計画でございます。 

 次に５４ページ尾崎辺地でございますが、今里小学校が鶏鳴小学校に統合されたことに伴い、

遠距離通学者の通学条件緩和のために購入したスクールバスの車庫を建設する計画でございます。 

 続きまして、５５ページの黒瀬辺地及び次のページの狩尾辺地でございます。消防団に配備さ
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れている小型動力ポンプ付積載車を更新する計画でございます。 

 続きまして、５７ページの佐須奈辺地でございますが、佐須奈診療所で使用している医療機器

であります無影灯及び分包機を更新する計画でございます。 

 続きまして、５８ページ大浦辺地でございますが、消防団に配備されている小型動力ポンプ付

積載車を更新する計画でございます。 

 ５９ページの一重辺地でございますが、本年４月１日に南陽小学校が東小学校に統合されるこ

とに伴い、遠距離通学となる児童の交通手段を確保するため、スクールバスを購入する計画でご

ざいます。 

 続きまして、変更計画に移ります。まず６０ページの内院辺地でございますが、久和小学校及

び内院分校が久田小学校に統合されたことに伴い、遠距離通学者の通学条件緩和のため購入した

スクールバスの車庫建設を追加するものでございます。 

 続きまして、豆酘辺地でございますが、豆酘地区に新設する消防分遣所に配備する高規格救急

車及び小型動力ポンプ付積載自動車の購入を追加するものでございます。 

 続きまして、６２ページの盒知辺地でございますが、既設供給能力を超える水量の確保が必要

なため、隣接する地区から導入する水量拡張事業を追加するものでございます。 

 続きまして、仁位辺地でございますが、豊玉診療所で使用しております内視鏡光源装置の更新

を追加するものでございます。 

 次に、６５ページの佐志賀、糸瀬辺地及び次のページの曽辺地でございますが、小型動力ポン

プ付積載車を更新する計画でございます。 

 次に、６７ページ卯麦辺地でございますが、大雨時に車庫が冠水するなど、活動に支障を来し

ております消防団拠点施設の新規整備を追加するものでございます。 

 続きまして、６８ページ、田辺地でございますが、現在着工中の林道ナムロ線開設事業におい

て、法面工事等追加したことにより事業費を増額するものでございます。 

 続きまして、６９ページ仁田辺地でございます。消火栓の布設替え及び仁田歯科診療所で使用

しております、歯科用のバキュームモーターの更新を追加するものでございます。 

 続きまして、７１ページの伊奈辺地でございますが、仁田辺地と同様の消火栓の布設替えを追

加するものでございます。 

 続きまして、７２ページの久原辺地及び次のページの豊辺地でございますが、小型動力ポンプ

付積載車を更新する計画でございます。 

 最後に、７５ページの琴辺地でございます。林道専用道黒隈線開設事業を追加したものでござ

います。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。よろしく御審議の上、御決定いただきますようお願い
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いたします。 

○議長（作元 義文君）  説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は委員会への付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は、委員会への付託を省略することに決定し

ました。 

 これから、議案第４０号に対する討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３２．議案第４１号 

○議長（作元 義文君）  日程第３２、議案第４１号、対馬市温泉施設の指定管理者の指定につい

てを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。美津島地域活性化センター部長、八坂一義君。 

○美津島地域活性化センター部長（八坂 一義君）  ただいま議題となりました、議案第４１号、

対馬市温泉施設の指定管理者の指定について、その提案理由について御説明申し上げます。議案

集の７７ページをお願いいたします。 

 温泉施設真珠の湯の現在の指定管理者の指定管理期間が、平成２６年３月３１日をもって終了

することから、平成２６年度からの新たな指定管理を行うため、指定管理者の指定手続等に関す

る条例第２条により、公募を行った結果、一団体のみの申請でありました。指定管理者候補の選

定に当たっては、指定管理者選定委員会により選定方法及び審査基準に沿って事業計画等の慎重

な審査の結果、引き続き株式会社対馬グランドホテル、代表取締役佐伯達也氏を指定管理者候補

として指定したく、地方自治法第２４４条の２第８項の規定に基づき、議会の議決をお願いする

ものでございます。なお、指定管理期間は、平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日まで

の５カ年といたしております。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 
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○議長（作元 義文君）  説明が終わりました。質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 本件は、配付しております議案付託、審査付託表のとおり、産業建設常任委員会に付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３３．議案第４２号 

日程第３４．議案第４３号 

日程第３５．議案第４４号 

日程第３６．議案第４５号 

日程第３７．議案第４６号 

日程第３８．議案第４７号 

日程第３９．議案第４８号 

日程第４０．議案第４９号 

日程第４１．議案第５０号 

日程第４２．議案第５１号 

○議長（作元 義文君）  日程第３３、議案第４２号、あらたに生じた土地の確認及び字の区域の

変更について（盒知地区）から日程第４２、議案第５１号、市道の認定について（段山線）まで

の１０件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。建設部長、堀義喜君。 

○建設部長（堀  義喜君）  ただいま一括議題となりました、議案第４２号から議案第５１号ま

での１０議案につきまして、提案理由とその内容を説明申し上げます。 

 初めに、議案第４２号、あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について（盒知地区）

でございますが、議案集の７９ページをお願いいたします。本議案は、地方自治法第９条の５第

１項の規定により、あらたに生じた土地を確認し、同法２６０条第１項の規定により字の区域を

変更するために、議会の議決をお願いするものでございます。 

 本件は、長崎県が美津島町樽ケ浜地区におきまして実施をいたしました竹敷港改修工事により、

埠頭用地・広場用地として公有水面の埋め立てを行ったもので、この土地が、あらたに生じた土

地であることを確認するとともに、区域を美津島町盒知字陽樽ノ濱に編入しようとするものであ

ります。土地の位置につきましては、位置図及び字図を添付いたしておりますが、議案集の

８２ページをお願いいたします。ここで黒く塗りつぶしている部分の、美津島町盒知字陽樽ノ濱

乙４７１の１ほか８筆の筆界未定地並びに乙４７６の２に隣接する地先で、面積２万

３,３２５.３９平方メートルの土地でございます。 
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 次に、議案第４３号から議案第５１号までの市道の廃止並びに認定についての９議案について

説明申し上げます。本議案は市道を認定するために道路法第８条第２項の規定並びに市道を廃止

するために、同法第１０条第３項の規定により議会の議決をお願いするものでございます。 

 初めに、議案第４３号から議案第４８号までの市道の廃止並びに認定についての６議案につい

て説明申し上げます。 

 議案集は８５ページから９６ページでございます。現在対馬振興局前におきまして、統合幼稚

園新築工事を実施いたしております。通園のための車両乗り入れ等の安全対策として進入道路の

拡幅、それに道路延伸の改良工事をあわせて実施をいたしております。この道路改良工事により

まして、路線延長が伸びたこととあわせて、接続する路線の区域の見直しを行ったことにより、

起終点の変更となったため、既存の３路線を廃止し、改めて認定するものでございます。 

 議案第４３号、市道の廃止について（日吉２号線）でございますが、議案集の８６ページをお

願いいたします。本路線は、国道３８２号の接続を起点とし、日吉６号線の接続を終点とする延

長１１３メーターの道路でございます。 

 次に、議案第４４号、市道の廃止について（日吉５号線）でございますが、議案集の８８ページ

をお願いいたします。本路線は、元営林署裏の日吉２号線の接続を起点とし、日吉１号線に接続

する延長１０３メーターの道路でございます。 

 次に、議案第４５号、市道の廃止について（日吉６号線）でございますが、議案集の９０ペー

ジをお願いいたします。本路線は、日吉２号線の終点を起点とし、日吉１号線に接続する延長

１０６.６メーターの道路でございます。 

 以上が、廃止する３路線の状況でございます。 

 次に、認定する路線でございますが、議案集の９２ページをお願いいたします。議案第４６号、

市道の認定について（日吉２号線）でございます。本線が統合幼稚園の進入道路になります。国

道３８２号の接続を起点とし、統合幼稚園入口を終点とする延長７６.８メーターの道路でござ

います。 

 次に、議案第４７号、市道の認定について（日吉５号線）でございますが、議案集の９４ペー

ジをお願いいたします。本路線は、先ほどの議案第４６号で認定する日吉２号線の接続を起点と

し、日吉１号線に接続を終点とする延長１２６.３メーターの道路でございます。 

 次に、議案第４８号、市道の認定について（日吉６号線）でございますが、議案集の９６ページ

をお願いいたします。本路線は、議案第４７号で認定する、日吉５号線の接続を起点とし、日吉

１号線に接続を終点とする延長１５３.５メーターの道路でございます。 

 次に、議案第４９号、市道の廃止について（大手橋野良線）並びに議案第５０号、市道の認定

について（大手橋野良線）の２議案について説明申し上げます。 
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 議案集では、９７ページから１００ページでございます。現在、厳原町東里野良の土捨て場に

おきまして、野良広場整備工事により広場内の道路を整備いたしております。この道路を既存の

大手橋野良線の終点から追加して区間の設定を行うものでございます。このことによりまして終

点が変更となりますので、既存の大手橋野良線を廃止し、野良広場内の道路を追加した大手橋野

良線として改めて市道の認定を行うものでございます。 

 初めに、議案第４９号、市道の廃止について（大手橋野良線）でございますが、議案集の

９８ページをお願いいたします。廃止する大手橋野良線は、東浜宮前線の接続を起点とし、修善

寺前を経由し野良線を横断して野良土捨て場入り口を終点とする延長５９６.３メーターの道路

でございます。 

 次に、議案第５０号、市道の認定について（大手橋野良線）でございますが、議案集の

１００ページをお願いいたします。本路線の起点は廃止前の大手橋野良線で、野良線と同じでご

ざいますが、東浜宮前線接続の厳原町大手橋を起点とし、野良広場内の厳原町東里字野良を終点

とする延長８７１メーターの道路でございます。 

 最後に、議案第５１号、市道の認定について（段山線）でございますが、議案集の１０２ペー

ジをお願いいたします。本路線は、上県町の仁田中学校と上県町総合公園との間にある赤道の部

分でございまして、終点側には民家もあるということで、上県町樫滝字汐壷の運動公園内道路の

接続を起点とし、突き当たりの上県町樫滝字段山を終点とする延長１１１.５メーターを認定す

るものでございます。 

 以上で、議案第４２号から議案第５１号までの１０議案につきまして、説明を終わります。よ

ろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  説明が終わりました。１０件に対する一括質疑を行います。質疑はあり

ませんか。１７番、小川廣康君。 

○議員（１７番 小川 廣康君）  １点だけ、これ委員会付託の省略が予定されておりますので、

確認しときたいと思いますが、議案第４２号のあらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更に

ついて、この（盒知地区）資料７９ページですが、この件については場所も承知しておりますが、

ようやく議題に上がったなと今一安心をいたしておりますが、なぜかって言いますと、この件に

つきましては、市長が先日施政方針で述べられました樽ケ浜グリーンピア線に関連、大いに関係

する案件でございますので、安心をいたしましたが、この件が解決いたしますと、早速樽ケ浜グ

リーンピア線も予算が確定しておりますが、病院もいよいよ来年の４月には開院の予定で、今

着々と工事が進んでおりますが、この道路についてこの件が決着したあかつきに、おおよその目

安といいますか、道路の樽ケ浜グリーンピア線のおおよその完成めどといいますか、それどのよ

うに考えておるのか何年計画なのか、それ１点だけ確認をしておきたいと思います。 
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○議長（作元 義文君）  建設部長、堀義喜君。 

○建設部長（堀  義喜君）  質問にお答えいたします。このグリーンピア樽ケ浜線につきまして

は、２６年度当初予算にも工事費を計上させていただいております。総事業といたしまして、

３億８,０００万ぐらいの事業になるわけですが、工事概要といたしましては、延長が５４０メー

ターぐらいの道路になろうかと思います。 

 整備のスケジュールといたしましては、病院開設にある程度対応できる形をつくっていこうと

いうふうに考えております。事業のボリュームからして、かなり厳しい工程になっていきますが、

ある程度この道路の目的も新病院に対する複数路線の確保ということもございますので、部とし

ては２６年度にある程度共用開始ができる、車道におきまして、共用開始ができる形をつくって

いきたいというふうに考えております。 

○議長（作元 義文君）  １７番、小川廣康君。 

○議員（１７番 小川 廣康君）  わかりました。測量とかそれは予算が通過しておりますが、私

が一番心配しておりましたのは、この件が、境界がはっきりしないということでこの件がもう数

十年といいますか、上がってきてなかったんです。ですから、これが結論が出ればおのずとその

用地交渉に入らなければいけないでしょうし、そこ私は非常に心配をいたしておりましたので、

ちょっと今確認したわけですが、来年４月に向けて努力するということですが、できましたら早

目に開院に間に合うように、工事のやり方等についても検討されて取り組んでいただきたいなと

思っております。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま一括議題としております１０件については、委員会への付託を省略し

たいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。１０件につきましては、委員会への付託を省略す

ることに決定しました。 

 これから、１０件について一括討論、採決を行います。議案第４２号、あらたに生じた土地の

確認及び字の区域の変更について（盒知地区）、議案第４３号、市道の廃止について（日吉２号

線）、議案第４４号、市道の廃止について（日吉５号線）、議案第４５号、市道の廃止について

（日吉６号線）、議案第４６号、市道の認定について（日吉２号線）、議案第４７号、市道の認

定について（日吉５号線）、議案第４８号、市道の認定について（日吉６号線）、議案第４９号、
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市道の廃止について（大手橋野良線）、議案第５０号、市道の認定について（大手橋野良線）、

議案第５１号、市道の認定について（段山線）の１０件について、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認め採決します。１０件については原案のとおり採決するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。１０件は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４３．議案第５２号 

○議長（作元 義文君）  日程第４３、議案第５２号、権利の放棄についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。豊玉地域活性化センター部長、梅野泉君。 

○豊玉地域活性化センター部長（梅野  泉君）  ただいま議題となりました、議案第５２号権利

の放棄について、その提案理由を申し上げます。 

 議案集の１０３ページをお願いします。本議案は、対馬市が権利を放棄することについて地方

自治法第９６条第１項第１０号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。放棄する

権利の内容は、財団法人豊玉町振興公社に対する貸付金であり、権利放棄する金額は貸付金残高

９７０万円でございます。 

 放棄をお願いする理由といたしましては、平成２０年の公益法人制度改正により、財団法人豊

玉町振興公社も平成２６年４月１日をもって一般財団法人として移行が決定しておりますが、移

行に際し、公社の経営改善策として貸付金の権利放棄という市の支援が必要不可欠であります。 

 現公社は、旧豊玉町時代に振興事業として設立した、バーク堆肥製造施設の運営を担うことと

なり、その運営資金として町より平成７年度８年度に計１,５６０万円の長期借り入れを行って

おり、また平成１９年度には納品先の食品事故発生で、販売ロスが生じ経営が圧迫したことによ

り、運営資金として３７０万円の追加借り入れを行い、合計１,９３０万円の借り入れとなって

おりました。 

 公社運営も不漁と魚価の高騰等により、燃料確保が厳しく、また販売への影響にもつながり、

悪循環の状況が続いておりますが、そのような状況下で現在までに９６０万円を計画的に返済し

てきて、現在の残高が９７０万円となっております。この返済は、今までの公社の運営に大きな

負担となっており、経営改善を行い新たな体制でスタートするには、この負の財産の放棄が不可

欠であり、ゼロからのスタートにさせていただきたくお願いするものでございます。 

 以上、簡単でございますが、説明を終わります。よろしく御審議の上、御決定賜りますようお

願い申し上げます。 
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○議長（作元 義文君）  説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 本件は配付しております議案審査付託表のとおり、産業建設常任委員会に付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４４．議案第５３号 

○議長（作元 義文君）  日程第４４、議案第５３号、平成２５年度対馬市一般会計補正予算（第

７号）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、桐谷雅宣君。 

○総務部長（桐谷 雅宣君）  ただいま議題となりました、議案第５３号、平成２５年度対馬市一

般会計補正予算（第７号）について、提案理由とその内容を御説明をいたします。 

 今回の補正は、消費税率の引き上げに対する経済対策としまして、去る２月の６日に成立をい

たしました、国の平成２５年度補正予算（第１号）にかかる事業の予算計上でございます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。平成２５年度対馬市一般会計補正予算（第７号）は、

次に定めるところによることを規定し、第１条第１項歳入歳出予算の補正は歳入歳出予算の総額

に歳入歳出それぞれ６億６０万円を追加をし、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６６億

９,０２０万円とするものでございます。 

 第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、２ページから３ページにかけて記載をいたします、第１表歳入歳出予算の補正による

とするものでございます。 

 第２条繰越明許費の補正は、繰越明許費の追加及び変更を４ページから５ページの第２表繰越

明許費補正によるものとし、６件の追加及び７件の変更をいたしております。 

 第３条地方債の補正は、地方債の追加及び変更を６ページからの第３表地方債補正によること

と定め、追加及び変更を合わせまして１億６,１８０万円を追加をし、限度額の合計を６６億

５,６４０万円といたしております。 

 次に、歳入歳出補正予算の主なものについて御説明をいたします。 

 予算書の１２ページでございます。１４款国庫支出金は、離島活性化交付金、漁港整備事業補

助金、社会資本整備総合交付金、学校施設環境改善交付金など合わせまして４億１,８７４万

４,０００円を追加をいたしております。 

 予算書の１４ページをお願いいたします。２１款市債でございますが、漁港並びに市道の整備、

教育施設の耐震化などのために１億６,１８０万円を追加をいたしております。 

 予算書の１６ページをお願いいたします。歳出についてでございますが、４款衛生費、１項保
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健衛生費は、豊玉町保健センターの外壁補修、厳原町健康管理センター改修のため８６１万

８,０００円を追加をいたしております。６款農林水産業費、３項水産業費は、漁港整備事業に

２億６,０４０万円の追加。８款土木費、２項道路橋りょう費は、市道の改良事業に２億円の追

加、予算書は１８ページをお願いいたします。３項河川費は、急傾斜地崩壊対策事業負担金など

県負担金の追加６９０万円、４項港湾費も港湾県工事負担金５６２万５,０００円、６項住宅費

は、公営住宅等ストック総合改善設計委託料１,５７０万４,０００円の追加でございます。 

 １０款教育費、２項小学校費でございますが、東小学校校舎、豊玉小学校屋内運動場耐震補強

事業、厳原小学校の太陽光発電施設整備事業にそれぞれ７,５６４万４,０００円の追加、予算書

は２０ページでございます。３項中学校費に東部中学校校舎耐震補強事業といたしまして

２,７７０万９,０００円を追加をいたしております。 

 以上、簡単ではございますけれども補正（第７号）の提案理由内容といたします。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。以上で、質疑を終わります。 

 議案第５３号は、配付しております議案審査付託表のとおり各常任委員会に付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４５．農業委員会委員の推薦について 

○議長（作元 義文君）  日程第４５、農業委員会の委員の推薦についてを議題とします。 

 お諮りします。議会推薦の農業委員に上県町佐護南里１５５０番地２、神宮教子氏を推薦した

いと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。 

 次に、峰町三根１０９１番地１、永留縫子氏を同じく推薦したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。 

 次に、地方自治法第１１７条により、春田新一君の退場を求めます。 

〔春田新一君退場〕 

○議長（作元 義文君）  お諮りします。議会推薦の農業委員に上対馬町古里２２番地１、春田新

一君を推薦したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。春田新一君の入場を求めます。 

〔春田新一君入場〕 

○議長（作元 義文君）  次に、地方自治法第１１７条により、兵頭栄君の退場を求めます。 

〔兵頭栄君退場〕 

○議長（作元 義文君）  お諮りします。議会推薦の農業委員に峰町佐賀５３１番地、兵頭栄君を

推薦したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。兵頭栄君の入場を求めます。 

〔兵頭栄君入場〕 

○議長（作元 義文君）  ただいまの採決の結果、議会推薦の農業委員は４人とし、神宮教子氏、

永留縫子氏、春田新一君、兵頭栄君を推薦することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４６．陳情第１号 

○議長（作元 義文君）  日程第４６、陳情第１号、「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制

と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書」の採択を求める陳情書を議題とします。

本件は厚生常任委員会に付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（作元 義文君）  以上で、本日の議事日程は全て終了しました。明日は定刻より本会議を

開き、市政一般質問を行います。 

 本日は、これで散会いたします。お疲れさまでした。 

午後２時49分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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